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７月中に１歳になるお子さんの
顔写真等を広報誌に掲載しませんか？
掲載を希望する場合は、電子掲載を希望する場合は、電子
メールにて、①お子さんの氏名メールにて、①お子さんの氏名
（ふりがな）、②お子さんの性（ふりがな）、②お子さんの性
別、③お住まいの地区名、④連別、③お住まいの地区名、④連
絡先（電話番号）をメール本文絡先（電話番号）をメール本文
に 明 記 の 上 、写 真 デ ー タに 明 記 の 上 、写 真 デ ー タ
（jpeg,1MB以内)を添付し、（jpeg,1MB以内)を添付し、
kouhou@town.ibigawa.lg.jp宛へ5月20日kouhou@town.ibigawa.lg.jp宛へ5月20日
（金）までに提出してください。（先着5人）（金）までに提出してください。（先着5人）
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令和2年度決算 連結財務書類の概要

住民一人当たりの貸借対照表（令和3年3月31日現在人口20,392人）
（家計に例えて説明）

（億円）

Ｒ１ Ｒ２
前年度末純資産残高 743 727
純行政コスト △ 211 △ 237
財源 193 217

税収等 131 129
国県補助金 62 88

その他の項目 2 17
本年度末純資産残高 727 724

純資産変動計算書とは、貸借対照表の純資産が１年間でどのように変動したかを表した財務書類です。

（万円）
R1 R2

■資　産
①有形固定資産 418 423
②投資等 25 25
③流動資産 41 41

（万円）
R1 R2

■負　債 134 134

■純資産 350 355

■資　産 （億円）
R1 R2

①有形固定資産 868  862
［学校、道路、橋、町の施設など］

②投資等 53 51
［基金（固定的なもの）、出資金など］

③流動資産 85 85
［現金預金、未収金など］

資産合計 1,006 998

■負　債 （億円）
R1 R2

①固定負債 255 249
②流動負債 24 25
負債合計 279 274

■純資産
純資産合計 727 724

負債純資産合計 1,006 998

今までに、学校、道
路などを建設するた
めの財源として町が
借金しているお金や、
町の職員全員が年度
末に退職したと仮定
した場合の退職金相
当額などです。

学校、道路などの建
設に使われたお金の
総額です。道路や建
物は減価償却をして
います。

町が借金しているお
金の翌年度の返済予
定額などです。

住宅ローン残高

関係団体への出資金
や基金などで蓄えて
いるお金です。

学校、道路などを建
設するために使った
国や県の補助金や税
金などです。

住宅・土地などの資産
から住宅ローンなどの
負債を引いた残額

現金で持っているも
ののほか、必要時に
すぐ現金化できる基
金、町税などでまだ
収納されていないお
金です。

①住宅・土地
②定期預金・株式
③普通預金・現金

揖斐川町では、住民の皆さんに分かりやすく財政状況に関する情報を提供するため、民間企業会計の手法
を取り入れた「新地方公会計制度」に基づく連結財務書類を作成しました。
連結財務書類とは、連結貸借対照表、連結行政コスト計算書、連結純資産変動計算書のことで、町（一般会
計等、公営事業会計）のみならず、町が設立した第三セクターや加入している一部事務組合等の財務書類を
連結ベースで把握することで、町の全体的な財務実体を見ることができます。連結財務書類を作成することで、
透明性の向上や説明責任が履行されるとともに、資産・債務の適切な管理を行うことが可能となります。

貸借対照表（令和３年3月31日現在）

純資産変動計算書（令和2年4月1日～令和3年3月31日）

貸方〔資金の調達〕
資金をどこから調達したか

借方〔資金の使途〕
資金を何に使ったか
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住民一人あたりの行政コスト計算書
（令和2年4月1日～令和3年3月31日）

連 

結 

対 

象
（ 

連 

結 

財 

務 

書 

類 

）

揖
斐
川
町
全
体

■一般会計等
〇一般会計
〇町営住宅事業特別会計
〇杉原地域土地取得等特別会計
〇徳山ダム上流域公有地化特別会計
〇地域情報特別会計

■公営事業会計
□企業会計

〇上水道事業会計
□特別会計

〇簡易水道特別会計
〇農業集落排水事業特別会計
〇公共下水道事業特別会計（特環）
〇個別排水事業特別会計（個排）
〇個別排水事業特別会計（特生）
〇国民健康保険特別会計
〇国民健康保険直診勘定特別会計
〇後期高齢者医療特別会計
〇小水力発電事業特別会計

一
部
事
務
組
合
等

■一部事務組合
〇揖斐郡消防組合
〇西濃環境整備組合
〇大垣衛生施設組合
〇岐阜県市町村会館組合
〇揖斐郡養基小学校養基保育所組合
〇揖斐川水防事務組合
〇岐阜県市町村職員退職手当組合
〇樫原谷林野組合　
〇足打谷林野組合

■広域連合 
〇揖斐広域連合
〇岐阜県後期高齢者医療広域連合

■地方三公社
〇土地開発公社

■第三セクター等
〇一般財団法人いびがわ
〇株式会社サンシャイン春日

（億円）

R1 R2

経常費用

１ 人にかかるコスト（人件費） 24 27

２ 物にかかるコスト（物件費等） 90 95

３ 移転支出的なコスト（移転費用） 106 124

４ その他のコスト（その他の業務費用） 2 3

経常費用合計 A 222 249

経常収益 B 14 14

純経常行政コスト C=A－B 208 235

臨時損失 D 3 2

臨時利益 E 0 0

純行政コスト C+D－E 211 237

（万円）

R1 R2
経常費用
１ 人にかかるコスト（人件費） 12 13
２ 物にかかるコスト（物件費等） 43 46
３ 移転支出的なコスト（移転費用） 51 61
４ その他のコスト（その他の業務費用） 1 2
経常費用合計 A 107 122
経常収益 B 7 7
純経常行政コスト C=A－B 100 115
臨時損失 D 1 1
臨時利益 E 0 0
純行政コスト C+D－E 101 116

行政コスト計算書とは、人的サービスや社会保障給付サービスなどに1年間で使った費用などを集計した財務
書類です。

行政コスト計算書（令和2年4月1日～令和3年3月31日）

連結を構成する会計・団体 一覧
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３
月
14
日（
月
）、
た
ね
の
し
ず
く
研
究
所

（
市
場
）
の
山や

ま

田だ

泰た
い

珠じ
ゅ

さ
ん
が
、
サ
ス
テ
ィ
ナ

ブ
ル
コ
ス
メ
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
１
の
企
業
部

門
・
地
域
創
生
賞
と
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
プ
ロ
ダ
ク

ツ
・
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
２
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
プ
ロ

ダ
ク
ツ
賞
を
受
賞
し
た
と
し
て
、
岡
部
町
長

に
受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
賞
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
を
ベ
ー

ス
と
し
て
、
人
と
地
球
に
優
し
い
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
団
体
・
商
品
に
贈
ら
れ
る

も
の
で
、
今
回
た
ね
の
し
ず
く
研
究
所
の「
茶

の
実
」
を
用
い
た
活
動
お
よ
び
販
売
商
品
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

山
田
さ
ん
か
ら
は
今
回
受
賞
と
な
っ
た「
茶

の
実
」
に
関
す
る
活
動
の
現
状
と
、
今
後
の

展
望
に
つ
い
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。
受
賞
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
３
年
10
月
に
行
わ
れ
た
第
49
回
衆
議

院
議
員
総
選
挙
に
関
し
て
、
揖
斐
川
町
選
挙

管
理
委
員
会
が
岐
阜
県
選
挙
管
理
委
員
会
表

彰
を
受
賞
し
、
3
月
16
日（
水
）
に
渡わ
た

邉な
べ

利と
し

弘ひ
ろ

委
員
長
が
岡
部
町
長
を
訪
問
し
、
受
賞
を

報
告
し
ま
し
た
。

選
挙
の
適
正
な
管
理
執
行
と
啓
発
に
努

め
、
投
票
率
の
向
上
に
貢
献
し
た
功
績
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
、
渡
邉
委
員
長
は「
選
挙

人
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
投
票
率
が
向

上
し
、
大
変
あ
り
が
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

今
後
の
選
挙
に
お
き
ま
し
て
も
、
皆
様
の

大
切
な
一
票
を
投
票
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▲岡部町長に受賞を報告する渡邉委員長（右）

「
茶
の
実
」
の
有
効
活
用
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た

揖
斐
川
町
選
挙
管
理
委
員
会
が

岐
阜
県
選
挙
管
理
委
員
会
表
彰
を
受
賞

▲岡部町長に受賞を報告する山田泰珠さん（右）

あ
た
た
か
い
善
意

◇
揖
斐
川
町
役
場
へ

３
月
４
日（
金
）、
公
益
財
団
法
人
だ
い
し

ん
緑
化
文
化
振
興
財
団 

理
事
長 

栗く
り

田た

順ま
さ

公ひ
ろ

様
か
ら
小
学
生
以
下
の
児
童
を
対
象
と
し
た

図
書
の
購
入
費
と
し
て
、
寄
附
金
10
万
円
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

４
月
４
日（
月
）、
揖
斐
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ 

会
長 

笹さ
さ

田だ

哲て
つ

夫お

様
よ
り
、
60
周
年
記

念
事
業
と
し
て
教
育
振
興
の
た
め
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
及
び
ス
ク
リ
ー
ン
各
３
基
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

３
月
17
日（
木
）、
株
式
会
社
イ
ノ
ア
ッ
ク

住
環
境 

取
締
役
生
産
本
部
本
部
長 

弓ゆ
み

矢や

浩こ
う

司じ

様
よ
り
、
除
菌
用
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者
激
励
会

　

大
会
等
に
出
場
さ
れ
る
方
の
激
励
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

❖令和3年度JOCジュニアオリンピックカップ出場
⃝第16回全国中学生空手道選抜大会
　拳和会拳真館道場　所属
　増
ます

田
だ

　隼
しゅん

也
や

さん（揖斐川中１年）（中央）
⃝第18回都道府県対抗中学生女子ソフトボール大会
　大垣ミナモジュニア　所属
　佐

さ

竹
たけ

　聖
き

良
ら

々
ら

さん（谷汲中２年）（右）
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揖斐川町立図書館（いびがわ・谷汲・坂内図書館）
代表連絡先：いびがわ図書館（揖斐川町上南方 27-9）
　　　　　　電話 : 22-0219 ファックス : 22-0999
E - m a i l：info-tosho@town.ibigawa.lg.jp
休 館 日：毎週月曜日、
　　　　　　祝日の翌日等（５月３日、６日）
　　　　　　毎月第 4 金曜日（５月 27 日）

いびがわ、谷汲、坂内図書館で所蔵している本は
3館のどこからでも借りることができます。

5月の行事 5月の行事 休館日休館日

【いびがわ】
大きな国の苦しい事情、絶対

に豊かにならない国々、地形で
決まる運不運…。

高校生と中学生の兄妹と年齢
不詳の男「カイゾク」との会話
を通じて、国際情勢やニュースの裏側、国同士のかけ
ひきを楽しくわかりやすく解説する。

●�13歳からの地政学

一般書

【谷汲】
人生 100 年時代といわれる今、人生、老い、死に

ついて、飄々と丸裸で綴る。笑って脱力し、きっと生
きるのが楽しくなる !

●�100歳まで生きてどうするんですか?
末井 昭 著

【谷汲】
オオカミのギロンが魚をつっ

ていると、郵便屋のヤギが配達
をしていました。

手紙をもらった動物たちは大喜び。それを見たギロ
ンは手紙がほしくてたまらなくなり、キツネにどうす
ればいいのかを聞き…。

●おてがみほしいぞ
こうまる みづほ 作
丸山 誠司 絵

【いびがわ】
「あぶない人」「あぶない場

所」って、どんなこと ? 子ど
もが自分で自分の身を犯罪から
守るために学ぶ安全教育の絵
本。逃げたり、さけんだりする
練習方法などを紹介した親向け
解説付き。

●あぶないときはいやです、だめです、
　いきません

清永 奈穂 文, 石塚 ワカメ 絵

絵本・児童書

田中 孝幸 著

今月今月ののおすすめ おすすめ ～新着図書紹介～～新着図書紹介～

岸武雄先生特別展岸武雄先生特別展を開催しますを開催します

揖斐川町出身（東横山）で岐阜県を代表する児童文学者の岸武雄先生著作の児童書を中心に特別展示します。大
正元年生まれの岸先生が学校に通う頃、道路が拡幅され、西横山発電所、続いて東横山発電所が建設され、横山は
賑わいました。一方、段木や炭をいかだや船で出荷していた産業が衰退していく時期でもあり、激動の時代でした。
著作の多くは、この幼少期の体験がもとになっています。大人が読んでも大変面白い作品ばかりです。ぜひ、手に
取ってお読みください。

▶期間　４月 17 日（日）～５月 22 日（日）　（毎週月曜日、４月 22 日、５月３・６日は休館）
▶時間　9:00 ～ 17:30（土日は 17 時閉館）
▶会場　いびがわ図書館２階フロア

※図書館の行事や展示は新型コロナウイルスの感染拡大防止のため中止とする場合があります。

KAPLA検定にちょうせん！
　５月から「カプラ検定」が始まります。９級か
ら２段まで 11段階の検定に挑戦してください。検
定作品例は４月中旬に公表します。
▶検定日　毎週土曜日　13:00 ～ 16:00
　事前の申し込みが必要です。

おはなし会
【いびがわ図書館】
▶日時　5月  7日（土）　10:30～
　　　　5月21日（土）　10:30～
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ロシアによるウクライナ侵攻を非難する決議

２月24日、国際社会の懸命な外交努力にもかかわらず、ロシアはウクライナへの侵攻

を開始し、軍事攻撃により、子どもを含む数多くの民間人までもが犠牲となっている。

また、プーチン大統領の核兵器の使用を示唆する発言は、唯一の被爆国として断じて

容認できない発言である。

このように、武力を背景として一方的に現状を変更しようとする侵攻は、ウクライナ

の主権及び領土の一体性への侵害であり、武力の行使を禁ずる明確な国際法違反である

とともに、国際秩序の根幹を揺るがす行為として断じて許されるものではない。

よって、本町議会は、ロシアによる軍事侵攻を強く非難するとともに、即時の攻撃停

止と完全撤退を求めるものである。

また、政府においては、ウクライナ在留邦人の安全確保に全力を尽くし、国際社会と

連携し、制裁措置を含む厳格な対応を強く求める。

以上、決議する。

　令和４年３月11日

揖 斐 川 町 議 会　　　

揖斐川町議会は、令和４年第２回揖斐川町議会定例会において、ロシアによるウクライナ侵攻を非難する決議
を全会一致で可決しました。

また、ウクライナの方々の人道支援のため、揖斐川町議会として募金を行いました。

第 2 回揖斐川町議会 定例会

議 会 だ よ り

ロシアによるウクライナ侵攻を非難する決議を全会一致で可決
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令和４年第２回揖斐川町議会定例会が、３月４日から11日までの８日間の会期で開催されました。
４日の定例会初日の本会議で、議長および副議長の選挙が行われました。
続いて町長から、令和４年度予算案をはじめ42議案の提案説明がされ、このうち５議案が可決・同意され、

残りの議案の審査は各常任委員会、予算特別委員会に付託されました。
７日には総務文教および民生建設の各常任委員会が、８日には議員全員で構成する予算特別委員会がそ

れぞれ開催され、付託された議案の審査が行われました。
10日の本会議では、８名の議員が一般質問を行いました。
11日の定例会最終日には、付託された37議案の審査結果が各委員長から報告され、採決の結果いずれも

原案のとおり可決されました。また、ロシアによるウクライナ侵攻を非難する決議が全会一致で可決され
ました。

本定例会に提出された案件の主な内容、一般質問および答弁の要旨は次のとおりです。

条
例
案
件

○
揖
斐
川
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条

例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

行
政
手
続
き
に
お
け
る
住
民
負
担
の
軽
減

と
、
事
務
の
効
率
化
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
図
る
た
め
、
押
印
や
署
名
の
廃
止

に
つ
い
て
所
要
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

昨
今
の
社
会
情
勢
や
金
融
市
場
、
基
金
残

高
等
を
鑑
み
、
基
金
の
有
用
性
や
有
効
性
を

高
め
る
た
め
、
基
金
の
統
廃
合
な
ど
の
所
要

の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
木
曽
屋
地
区
農
林
水
産
物
直
売

施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
を

廃
止
す
る
条
例

　

設
置
目
的
を
達
成
し
た
施
設
の
用
途
を
廃

止
す
る
た
め
、
条
例
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
土
地
改
良
事
業
分
担
金
賦
課
徴

収
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　

県
営
事
業
の
取
り
扱
い
を
明
確
化
す
る
た

め
、
所
要
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
責
任
共
済

等
に
関
す
る
法
律
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
改

正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

予
算
案
件

○
令
和
４
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
15
の
特
別

会
計
な
ら
び
に
水
道
事
業
会
計
の
予
算
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
（
詳
細
は
４
月
号
に
掲
載
の「
令
和
４
年
度

揖
斐
川
町
当
初
予
算
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

○
令
和
３
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
10
号
）

　

補
正
額

　

３
億
７
４
７
０
万
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

　

１
４
８
億
８
７
５
４
万
４
０
０
０
円

○
令
和
３
年
度
揖
斐
川
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

補
正
額

　

９
７
万
８
０
０
０
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

　

２
４
億
６
８
０
９
万
３
０
０
０
円

○
令
和
３
年
度
揖
斐
川
町
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

補
正
額

　

３
６
４
万
３
０
０
０
円
減
額

　

補
正
後
予
算
額

　

３
億
３
６
８
５
万
７
０
０
０
円

○
令
和
３
年
度
揖
斐
川
町
国
民
健
康
保
険
直

診
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

財
源
の
振
替
に
よ
る
補
正
の
た
め
、
予
算

額
の
増
減
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
令
和
３
年
度
揖
斐
川
町
大
和
簡
易
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

繰
越
明
許
費　

３
３
１
３
万
７
０
０
０
円

○
令
和
３
年
度
揖
斐
川
町
谷
汲
簡
易
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

補
正
額

　

４
３
０
万
円
減
額

　

補
正
後
予
算
額

　

１
億
２
１
９
４
万
８
０
０
０
円

○
令
和
３
年
度
揖
斐
川
町
北
部
簡
易
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

補
正
額

　

５
０
７
万
１
０
０
０
円
減
額

　

補
正
後
予
算
額

　

１
億
４
８
７
３
万
３
０
０
０
円

○
令
和
３
年
度
揖
斐
川
町
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

　

補
正
額

４
５
０
万
円
減
額

　

補
正
後
予
算
額

　

７
億
６
１
７
９
万
４
０
０
０
円

○
令
和
３
年
度
揖
斐
川
町
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

財
源
の
振
替
に
よ
る
補
正
、
繰
越
お
よ
び

地
方
債
補
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

繰
越
明
許
費　

９
６
２
５
万
２
０
０
０
円

○
令
和
３
年
度
揖
斐
川
町
徳
山
ダ
ム
上
流
域

公
有
地
化
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

補
正
額２

億
２
８
４
３
万
４
０
０
０
円
減
額

　

補
正
後
予
算
額

　

８
９
５
６
万
６
０
０
０
円

○
令
和
３
年
度
揖
斐
川
町
小
水
力
発
電
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

補
正
額

１
８
３
７
万
５
０
０
０
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

　

６
１
５
８
万
６
０
０
０
円
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ン
タ
ー
の
会
員
さ
ん
、
農
家
さ
ん
や
猟
師
さ

ん
な
ど
が
こ
の
制
度
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
中
に
は
複

雑
な
制
度
へ
の
対
応
が
で
き
ず
仕
事
を
や
め

て
し
ま
う
方
も
出
て
く
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
な
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い

て
、
町
長
の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

町 

長

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
、
２
０
１
９
年
の
軽

減
税
率
の
導
入
に
よ
り
、
消
費
税
と
い
う
一

つ
の
税
金
の
中
に
、
複
数
の
税
率
が
存
在
す

る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
が
要
因
と
な
り
、
納

税
額
を
計
算
し
や
す
く
し
た
り
、
事
務
処
理

を
効
率
化
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
と
伺
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
事
業
者
が
消
費
税
の
仕

入
額
控
除
を
適
正
に
計
算
す
る
た
め
に
も
必

要
な
制
度
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
も
、
こ
の
制
度
の
導
入
に
あ
た

り
事
業
者
へ
の
制
度
の
周
知
や
対
応
が
必
要

と
考
え
、
商
工
会
や
税
務
署
と
連
携
し
な
が

ら
既
に
説
明
会
を
実
施
し
、
今
後
も
町
内
事

業
者
へ
の
制
度
周
知
等
、
必
要
な
対
応
を
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
制
度
の
ス
ム
ー
ズ

な
導
入
に
努
め
ま
す
。

　

議
員
ご
指
摘
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
は
、
会
員
さ
ん
が
課
税
業
者
の
登

録
を
行
う
か
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
側

が
会
員
に
支
払
っ
た
消
費
税
と
同
額
を
納
付

す
る
か
の
選
択
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
つ
い

て
い
ろ
い
ろ
な
意
見
な
ど
が
出
さ
れ
て
い
る

こ
と
も
承
知
し
て
お
り
、
今
後
の
国
の
対
応

ここが聞きたい
一般質問

議員８名が町政を問う

本定例会の一般質問の要旨をお知
らせします。（紙面の都合上、質問お
よび答弁は要約しています）

小
倉　
昌
弘 

議
員

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て

　

来
年
10
月
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
始
ま

り
ま
す
。
イ
ン
ボ
イ
ス
と
は
適
格
請
求
書
の

こ
と
で
、
こ
の
制
度
で
は
、
消
費
税
の
課
税

事
業
者
に
な
り
、
請
求
書
に
登
録
番
号
の
記

載
や
適
用
税
率
な
ど
の
記
載
が
求
め
ら
れ
、

さ
ら
に
複
雑
な
帳
簿
を
付
け
７
年
間
保
存
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

　

日
本
の
消
費
税
法
で
は
、
年
間
の
売
上
げ

が
１
０
０
０
万
円
以
下
で
す
と
免
税
業
者
に

な
れ
ま
す
が
、
免
税
業
者
の
ま
ま
だ
と
課
税

業
者
が
消
費
税
の
仕
入
額
控
除
を
行
う
た
め

に
必
要
な
適
格
請
求
書
等
の
発
行
が
で
き
ず
、

仕
入
額
控
除
を
行
い
た
い
発
注
業
者
や
元
請

か
ら
の
仕
事
を
請
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

全
国
の
多
く
の
税
金
の
専
門
家
や
団
体
な

ど
か
ら
も
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
反
対
や
延
期

の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
町
長
も
町
民
を

守
る
立
場
か
ら
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
反
対

を
表
明
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
。

　

身
近
な
と
こ
ろ
で
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

人
事
案
件

　

教
育
委
員
の
任
命
、
人
権
擁
護
委
員
の
推

薦
の
同
意
お
よ
び
組
合
議
会
議
員
の
補
欠
選

挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
教
育
委
員
会
教
育
委
員

　

折
戸
克
明
さ
ん（
北
方
）

○
人
権
擁
護
委
員

　

六
ツ
名
律
子
さ
ん（
谷
汲
名
礼
）

　

山
口
正
代
さ
ん（
坂
内
坂
本
）

○
揖
斐
郡
養
基
小
学
校
、
養
基
保
育
所
組
合

議
会
議
員

　

高
橋
径
夫
議
員

そ
の
他
の
案
件

○
揖
斐
川
町
𦙾
永
駅
前
活
性
化
施
設
の
指
定

管
理
者
の
指
定

指
定
管
理
者　

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

　
　
　
　
　
　

い
び
わ
ん
す
と

　

指
定
の
期
間　

令
和
４
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　
　

令
和
６
年
３
月
31
日

○
揖
斐
川
町
貝
月
森
林
総
合
利
用
施
設
の
指

定
管
理
者
の
指
定

　

指
定
管
理
者　

西
濃
建
設
株
式
会
社

　

指
定
の
期
間　

令
和
４
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　
　

令
和
６
年
３
月
31
日

○
揖
斐
川
町
藤
橋
新
山
村
振
興
等
農
林
漁
業

特
別
対
策
施
設
、
揖
斐
川
町
藤
橋
産
業
振

興
施
設
、
揖
斐
川
町
藤
橋
農
山
漁
村
活
性

化
定
住
圏
創
造
施
設
及
び
揖
斐
川
町
交
流

施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

　

指
定
管
理
者　

西
濃
建
設
株
式
会
社

　

指
定
の
期
間　

令
和
４
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　
　

令
和
６
年
３
月
31
日

○
揖
斐
川
町
久
瀬
温
泉
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定

　

指
定
管
理
者　

西
濃
建
設
株
式
会
社

　

指
定
の
期
間　

令
和
４
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　
　

令
和
６
年
３
月
31
日

○
財
産
の
処
分

　

所
在
地　

谷
汲
名
礼
地
内

　

地　

目　

宅
地

○
財
産
の
処
分

　

所
在
地　

谷
汲
名
礼
地
内

　

地　

目　

宅
地

○
揖
斐
川
町
土
地
開
発
公
社
の
解
散

　

揖
斐
川
町
土
地
開
発
公
社
を
解
散
す
る
た

め
、
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律

の
規
定
に
基
づ
き
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

決
議

○
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
非
難

す
る
決
議

　

６
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

3
月

　

23
日　

第
４
回
議
会
運
営
委
員
会

　

23
日　

３
月
月
例
会

議
会
活
動
報
告
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新
学
習
指
導
要
領
に
は
防
災
に
つ
い
て
も

書
か
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は「
地
域
に
お

け
る
人
々
の
防
災
の
取
り
組
み
に
対
す
る
理

解
を
深
め
る
人
」
を
育
て
る
と
も
あ
り
ま
す

が
、
学
校
職
員
だ
け
で
は
負
担
が
大
き
く

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
地
域
に
い
る
防

災
士
や
防
災
士
連
絡
協
議
会
、
ひ
い
て
は
地

域
住
民
と
協
力
す
る
こ
と
が
非
常
に
大
切
だ

と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
地
域
の
防
災
士
、
防
災

リ
ー
ダ
ー
を
増
や
し
、
お
互
い
に
手
を
取
り

合
っ
て
災
害
に
強
い
町
を
目
指
し
た
い
と
考

え
ま
す
が
、
町
長
の
お
考
え
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

町 

長

　

揖
斐
川
町
に
は
防
災
関
係
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
、
消
防
団
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
防
災
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
日
赤
奉
仕
団
を
は
じ
め
様
々
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
独

自
の
活
動
を
さ
れ
、
防
災
訓
練
へ
の
参
加
を

は
じ
め
日
常
的
に
様
々
な
活
動
を
さ
れ
て
い

ま
す
。
町
と
し
て
は
、
有
事
ま
た
は
平
時
に

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の
活
動
範
囲
の
中
で
、
ご

協
力
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
新
し
い
防
災
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
一
形
態
と
し
て
自
主
自
律
の
発
想

を
持
っ
た
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
防
災

士
と
い
う
形
が
出
て
き
た
こ
と
か
ら
、
防
災

士
あ
る
い
は
そ
の
団
体
の
立
ち
上
げ
支
援
と

し
て
過
去
に
は
町
に
よ
る
講
座
開
設
を
行

い
、
現
在
で
も
資
格
取
得
の
た
め
の
受
講
料

を
注
視
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
円
滑
な
導
入

の
た
め
、
制
度
実
施
か
ら
３
年
間
は
免
税
業

者
か
ら
の
仕
入
れ
に
つ
い
て
80
％
を
、
そ
の

後
の
３
年
間
に
つ
い
て
は
50
％
の
仕
入
額
控

除
が
可
能
で
あ
り
、
ま
た
、
免
税
業
者
か
ら

課
税
業
者
に
な
っ
て
も
簡
易
課
税
制
度
を
選

択
す
る
こ
と
で
、
簡
易
な
計
算
で
仕
入
税
額

控
除
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
国
の
進
め
る
制
度
で

す
の
で
、
町
と
し
て
は
意
見
を
述
べ
る
立
場

に
は
な
い
で
す
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
支
払

わ
れ
た
消
費
税
が
で
き
る
だ
け
正
確
に
納
付

さ
れ
る
よ
う
、
ま
た
事
業
者
の
皆
さ
ん
に
で

き
る
だ
け
負
担
を
か
け
な
い
よ
う
、
制
度
の

理
解
と
周
知
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

平
井　
豊
司 

議
員

役
場
南
の
道
路
整
備
に
つ
い
て

　

島
地
区
か
ら
揖
斐
厚
生
病
院
に
向
け
て
都

市
計
画
道
路
が
整
備
さ
れ
て
き
て
い
ま
す

が
、
こ
こ
か
ら
先
の
役
場
南
か
ら
イ
ビ
デ
ン

前
を
通
る
道
路
は
、
今
後
大
野
神
戸
イ
ン

タ
ー
と
揖
斐
の
山
間
部
を
結
ぶ
揖
斐
川
町
の

大
動
脈
と
な
り
え
る
道
路
で
す
。

　

こ
の
道
路
の
役
割
は
、
移
住
定
住
、
企
業

誘
致
、
中
で
も
将
来
極
め
て
重
要
に
な
っ
て

く
る
と
予
想
さ
れ
る
の
が
、
切
り
出
し
た
木

材
の
輸
送
道
と
し
て
の
役
割
で
す
。

　

近
年
ま
で
木
材
相
場
は
外
材
に
押
さ
れ
大

き
く
値
崩
れ
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
物
流
が
大
き

く
変
わ
り
、
国
内
産
の
木
材
の
価
格
も
高
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

揖
斐
川
町
の
総
面
積
の
ほ
と
ん
ど
が
森
林

で
あ
り
、
木
材
の
資
源
が
豊
富
に
あ
る
こ
と

か
ら
も
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
て
、
今
か
ら

で
も
木
材
輸
送
用
の
ト
レ
ー
ラ
ー
が
通
行
で

き
る
よ
う
道
路
整
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を
お

伺
い
し
ま
す
。

町 

長

　

揖
斐
川
町
の
道
路
交
通
に
大
き
く
影
響
し

て
く
る
東
海
環
状
自
動
車
道
の
大
野
神
戸

イ
ン
タ
ー
は
令
和
元
年
に
開
通
し
、
国
道

４
１
７
号
冠
山
峠
道
路
は
、
令
和
５
年
内
の

開
通
見
通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
国
道

４
１
７
号
か
ら
都
市
計
画
道
路
大
野
揖
斐
川

線
へ
の
ル
ー
ト
は
、
今
後
揖
斐
川
町
の
大
動

脈
に
な
っ
て
く
る
路
線
で
す
。

　

現
在
、
大
野
揖
斐
川
線
の
福
島
か
ら
三
輪

に
つ
い
て
は
、
県
が
着
実
に
工
事
を
進
め
て

お
ら
れ
ま
す
が
、
町
と
し
て
は
揖
斐
厚
生
病

院
か
ら
西
へ
の
延
伸
に
つ
い
て
も
そ
の
必
要

性
を
認
識
し
て
お
り
、
県
に
対
し
事
業
化
を

要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

議
員
ご
指
摘
の
国
道
４
１
７
号
か
ら
西
、

役
場
南
か
ら
イ
ビ
デ
ン
前
を
通
る
町
道
に
つ

い
て
は
、
一
部
線
形
の
悪
い
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
が
、
現
状
で
２
車
線
の
道
路
は
確
保
さ

れ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

し
か
し
、
ま
ず
は
国
道
４
１
７
号
か
ら
東

の
都
市
計
画
道
路
大
野
揖
斐
川
線
が
完
成
し

な
け
れ
ば
国
道
３
０
３
号
の
バ
イ
パ
ス
と
し

て
の
効
果
が
発
揮
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ま
ず

は
国
道
４
１
７
号
よ
り
東
の
早
期
開
通
に
向

け
て
要
望
を
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
道
路
が

開
通
す
れ
ば
議
員
お
話
の
木
材
運
搬
な
ど
に

も
十
分
な
輸
送
ル
ー
ト
に
な
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

宮
部　
一
也 

議
員

防
災
啓
発
活
動
に
つ
い
て

　

住
民
の
皆
さ
ん
に
防
災
へ
の
興
味
を
持
っ

て
も
ら
う
こ
と
は
難
し
く
、
防
災
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
て
も
新
た
に
参
加
し
て
も
ら
え
な

い
の
が
現
状
で
す
。
し
か
し
、
防
災
啓
発
活

動
は
継
続
し
て
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
防
災
士
資
格
取
得
講
習
会
は

防
災
へ
の
入
り
口
、
初
め
の
一
歩
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
町
で
は
一
昨
年
ま
で
町
内
で
講

習
会
が
開
か
れ
、
多
く
の
防
災
士
が
誕
生
し

ま
し
た
。

　

現
在
は
、
岐
阜
県
主
催
の
取
得
講
習
会
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
開
催
場
所
が
岐
阜

大
学
で
、
受
講
に
３
～
４
日
要
す
る
こ
と
か

ら
、
講
習
は
受
け
て
み
た
い
が
通
う
の
は
厳

し
い
と
の
声
も
聞
こ
え
て
き
て
お
り
、
町
内

で
の
開
催
は
防
災
啓
発
に
一
役
買
う
の
で
は

と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
防
災
へ
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
た

め
に
は
、
若
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で

す
。
既
に
県
内
の
小
中
学
校
で
は
、
様
々
な

取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
内

の
小
中
学
校
に
お
い
て
も
防
災
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。　
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こ
の
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
個

人
が
ど
こ
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー

ツ
支
援
策
を
い
く
つ
か
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
今
年
度
の
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

に
よ
り
リ
ア
ル
大
会
を
中
止
し
、
各
自
が
Ｇ

Ｐ
Ｓ
機
能
を
使
い
、
距
離
や
走
行
時
間
を
計

測
し
て
競
い
合
う
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
実
施

し
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
個
人
の
ス
ポ
ー
ツ
習

慣
の
定
着
を
図
る
た
め
、
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
の
皆
さ
ん
が
中
心
と
な
り
各
地
区
で

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
推
奨
コ
ー
ス
を
設
定
し
た

り
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
を
気
軽
に
始

め
ら
れ
る
よ
う
、
独
自
の
指
導
用
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
の
作
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
で
は
、

来
年
度
小
規
模
な
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク

体
験
会
や
研
修
会
を
定
期
的
に
開
催
す
る
ほ

か
、
住
民
福
祉
部
と
も
連
携
し
普
及
事
業
を

計
画
さ
れ
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
の
状
況
に
あ
っ
て
も
、

ス
ポ
ー
ツ
推
進
と
健
康
づ
く
り
の
た
め
、
状

況
に
応
じ
事
業
内
容
を
見
直
し
、
住
民
の
皆

さ
ん
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
で
き
る
よ
う
、

で
き
る
こ
と
か
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

平
野　
大
介 

議
員

山
間
部
に
お
け
る
公
道
・
林
道
の
維
持
管
理

に
つ
い
て

　

揖
斐
川
町
の
面
積
の
92
％
は
森
林
で
占
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
森
林
は
、
生
物
多
様
性
、

地
球
環
境
保
全
機
能
、土
砂
災
害
防
止
機
能
、

や
申
請
料
、
テ
キ
ス
ト
代
の
全
額
補
助
を
行

い
、
こ
う
し
た
支
援
の
結
果
、
一
定
数
の
防

災
士
が
誕
生
し
、
町
レ
ベ
ル
の
組
織
も
で
き

上
が
り
ま
し
た
。

　

町
と
し
て
は
、
様
々
な
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
へ
の
一
定
の
支
援
は
今
後
も
続
け
る

つ
も
り
で
す
が
、
特
定
の
団
体
の
み
手
厚
い

支
援
を
続
け
る
こ
と
は
公
平
性
の
観
点
か
ら

も
避
け
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。
防
災
士
の
皆

さ
ん
に
は
、
そ
の
理
念
に
基
づ
く
自
主
的
自

発
的
な
活
動
で
、
町
の
防
災
に
ご
協
力
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
等
で
の
防
災
の
取
り
組
み
で

す
が
、
既
に
学
校
で
は
様
々
な
方
の
協
力
を

得
て
、
防
災
に
関
す
る
教
育
、
取
り
組
み
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、
地
域
と
学
校

が
防
災
に
限
ら
ず
様
々
な
形
で
一
層
の
連
携

が
図
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
部
長

　

今
年
度
、
町
で
は
小
学
校
３
年
生
か
ら
中

学
校
３
年
生
ま
で
の
児
童
生
徒
に
、
揖
斐
川

町
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

版
を
配
付
し
、
防
災
教
育
の
強
化
を
図
り
ま

し
た
。

　

各
学
校
で
は
、
町
に
お
け
る
局
地
的
豪
雨

や
大
地
震
に
よ
る
土
砂
災
害
の
危
険
性
を
鑑

み
、
全
て
の
学
校
が
年
３
回
以
上
実
施
し
て

い
る
避
難
訓
練
で
は
よ
り
実
践
的
な
訓
練
と

な
る
よ
う
、
放
送
機
器
が
使
用
で
き
な
い
場

面
や
通
常
の
避
難
経
路
が
使
え
な
い
場
合
な

ど
を
想
定
し
た
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
町
内
全
て
の
小
中
学
生
が
給
食
で
防
災

食
を
食
べ
、
実
際
の
避
難
時
に
お
け
る
食
事

体
験
も
し
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
越
美
山
系
砂
防
事
務
所
や
大
学
か

ら
専
門
家
を
講
師
と
し
て
招
き
、
土
砂
災
害

が
発
生
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
砂
防
ダ
ム
の
仕

組
み
を
学
ん
だ
り
、Ｄ
Ｉ
Ｇ（
災
害
図
上
訓
練
）

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
学
校
も
あ
り
ま
す
。

　

防
災
教
育
は
、
他
の
専
門
機
関
と
の
連
携

に
よ
り
さ
ら
に
充
実
し
た
も
の
に
な
り
ま
す

の
で
、
今
後
も
様
々
な
専
門
家
の
方
々
の
協

力
を
得
な
が
ら
、
児
童
生
徒
の
避
難
行
動
ス

キ
ル
、
防
災
意
識
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

宮
部　
一
也 

議
員

ス
ポ
ー
ツ
推
進
・
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

　

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の

中
で
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
と
し
て「
ノ

ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
を
は
じ
め
誰
も
が
気

軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
で
き
る
事
業
の
展

開
、
新
し
い
生
活
様
式
に
適
応
し
た
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
企
画
の
提
供
、
い
び

が
わ
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
地
域
住
民
が
一
体
と

な
っ
て
実
施
す
る
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
推

進
し
町
の
活
性
化
を
図
る
。」
と
あ
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
の
状
況
に
よ
っ
て
は
大
き
な
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
自
宅
で
も
で
き
る
体
操
指
導
、

三
密
を
回
避
し
な
が
ら
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
や

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
少
人
数
で
の
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
は
可
能
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

町
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
で
も
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
の
普
及
活
動
に
力
を
入

れ
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
、
来
年
度
は
少
人

数
で
行
う
講
習
会
を
企
画
さ
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
時
代
を
見

据
え
た
企
画
だ
と
思
い
ま
す
し
、
ひ
い
て
は

健
康
づ
く
り
を
は
じ
め
る
き
っ
か
け
に
も
な

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
健
康
づ
く
り
企
画
を

ぜ
ひ
推
奨
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す

が
、
町
長
の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

町 

長

　

コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
と
い
っ
て
自
粛
や
中
止

ば
か
り
で
は
い
け
ま
せ
ん
の
で
、
コ
ロ
ナ
対

策
を
万
全
に
し
な
が
ら
、
健
康
広
場
を
は
じ

め
体
育
館
な
ど
町
の
施
設
で
も
、
各
種
団
体

に
お
い
て
も
様
々
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
さ
れ
て

い
ま
す
し
、
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
に
お
い
て

も
来
年
度
は
何
と
か
ハ
ー
フ
を
中
心
に
リ
ア

ル
の
大
会
が
で
き
な
い
か
準
備
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
に
限
ら
ず
、

様
々
な
形
で
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
や
健
康
づ
く

り
は
町
と
し
て
の
基
本
的
な
目
標
で
あ
り
ま

す
の
で
、
総
合
計
画
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
も
あ

る「
自
然
健
幸
の
ま
ち
い
び
が
わ
」
を
目
指

し
て
今
後
と
も
努
め
て
い
き
ま
す
。

教
育
部
長

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進

に
お
い
て
も
、
今
ま
で
の
よ
う
な「
大
勢
が

一
斉
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
」
と
い
う
形
態

か
ら
、
個
人
が
ス
ポ
ー
ツ
を
長
く
続
け
る
た

め
の
支
援
策
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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い
ま
だ
コ
ロ
ナ
は
終
息
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
今
年
度
は
感
染
状
況
が
収
ま
っ
て
い
る

時
期
に
合
わ
せ
、
谷
汲
観
光
駐
車
場
利
用

ク
ー
ポ
ン
発
行
事
業
を
実
施
し
、
日
本
遺
産

へ
の
誘
客
を
促
進
し
た
ほ
か
、
感
染
防
止
対

策
店
舗
等
改
装
支
援
事
業
を
実
施
し
、
観
光

客
等
が
安
心
し
て
町
内
の
店
舗
等
を
利
用
で

き
る
体
制
を
整
え
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
３

月
下
旬
か
ら
は
揖
斐
川
町
観
光
協
会
と
連
携

し
、
日
本
遺
産
Ｐ
Ｒ
事
業
と
し
て
谷
汲
山
華

厳
寺
境
内
に
お
い
て「
竹
の
ぬ
く
も
り
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

町
内
に
は
豊
か
な
自
然
や
歴
史
、
伝
統
文

化
な
ど
様
々
な
観
光
資
源
が
あ
り
ま
す
が
、

中
で
も
日
本
遺
産
で
あ
る
谷
汲
山
華
厳
寺
は

主
要
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
り
、
日
本
遺
産

と
い
う
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
を
活
か
し
な
が
ら

地
域
活
性
化
に
結
び
付
け
て
い
く
こ
と
は
大

変
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
で
は
ワ
ン
ダ
ー
ピ
ク
ニ
ッ
ク

や
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
開

催
、
に
し
み
の
ラ
イ
ナ
ー
と
連
携
し
た
谷
汲

地
域
へ
の
ツ
ア
ー
の
造
成
、
谷
汲
山
参
道
と

赤
鬼
を
活
用
し
た
謎
解
き
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

な
ど
、
地
域
主
導
で
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
地
域

の
魅
力
を
高
め
、
活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

冠
山
峠
道
路
の
令
和
５
年
内
の
開
通
を
見

据
え
、
日
本
遺
産
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
町

内
の
観
光
客
数
の
増
加
を
図
る
た
め
、
コ
ロ

ナ
の
感
染
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

を
積
極
的
に
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
の
実
施
の
ほ

か
、
来
年
度
は
旅
行
会
社
へ
の
ツ
ア
ー
補
助

水
源
か
ん
養
機
能
等
様
々
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
森
林
を
適
切
に
管
理
す
る
に

は
、
森
林
整
備
や
治
山
工
事
が
必
要
で
、
森

林
に
行
く
ま
で
の
県
道
や
町
道
な
ど
の
公
道

や
林
道
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
道
路
は
、
森
林
整
備
に
伴
う
大

型
ト
ラ
ッ
ク
で
の
木
材
輸
送
、
土
木
工
事
の

た
め
の
重
機
の
搬
送
や
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
の

走
行
に
必
要
な
施
設
で
す
。
一
方
で
、
林
道

等
は
森
林
整
備
だ
け
で
な
く
、
登
山
や
キ
ャ

ン
プ
、
ド
ラ
イ
ブ
と
い
っ
た
観
光
面
、
他
地

区
へ
の
移
動
の
た
め
の
生
活
道
路
的
要
素
、

ま
た
災
害
な
ど
の
緊
急
時
の
利
用
の
面
で
も

大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

道
路
の
開
設
か
ら
20
年
～
30
年
が
経
過
す

る
と
、
法
面
よ
り
上
部
の
木
々
が
成
長
し
、

風
雨
や
雪
の
影
響
を
受
け
や
す
く
な
り
、
根

こ
そ
ぎ
木
が
倒
れ
る
こ
と
で
法
面
が
崩
落
し

た
り
、
木
が
大
き
く
成
長
し
幅
員
が
狭
く
な

り
大
型
車
両
の
通
行
が
困
難
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、山
間
部
の
公
道
や
林
道
は
、

計
画
的
な
災
害
防
止
措
置
が
必
要
に
な
る
と

思
い
ま
す
が
、
維
持
管
理
の
予
算
、
優
先
順

位
等
に
つ
い
て
、
町
長
の
考
え
を
お
伺
い
し

ま
す
。

町 

長

　

公
道
、
林
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
道
路
管
理
者
に
お
い
て
、
除
草

や
修
繕
な
ど
を
行
い
、
車
両
通
行
の
確
保
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
道
路
法
面
上
部
の

立
木
の
除
去
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
に
倒
木

の
お
そ
れ
が
あ
り
通
行
に
危
険
な
も
の
を
除

き
、
土
地
所
有
者
に
お
願
い
す
る
な
ど
、
今

後
も
道
路
の
管
理
界
を
も
っ
て
維
持
管
理
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
も
管
理
す
る
全
て
の
林
道
を
適

正
に
管
理
す
べ
き
と
は
考
え
ま
す
が
、
多
く

の
予
算
も
要
す
る
こ
と
か
ら
、
森
林
施
業
に

利
用
さ
れ
る
林
道
を
優
先
し
、
利
用
頻
度
や

目
的
な
ど
を
考
慮
し
維
持
管
理
を
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、公
道
に
お
い
て
も
、

随
時
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
異
常
箇
所
の

発
見
に
努
め
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

計
画
的
な
災
害
防
止
対
策
に
つ
い
て
は
、

近
年
の
異
常
気
象
や
局
地
的
豪
雨
に
よ
り
、

災
害
発
生
の
予
測
が
難
し
く
、
計
画
的
な
対

策
は
困
難
で
す
が
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合

は
、
災
害
復
旧
事
業
を
活
用
し
、
早
期
復
旧

に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
野　
大
介 

議
員

コ
ロ
ナ
終
息
後
を
見
据
え
た
観
光
振
興
に
つ

い
て

　

国
内
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が

拡
大
し
て
か
ら
２
年
が
経
ち
ま
す
が
、
い
ま

だ
終
息
の
兆
し
が
な
く
、
県
内
で
も
連
日
多

く
の
感
染
者
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
、
度
重
な
る
大
雪
で
多
く

の
飲
食
店
や
サ
ー
ビ
ス
業
の
方
は
苦
境
を
強

い
ら
れ
営
業
判
断
に
苦
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
２
年
間
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
は
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
、
谷
汲
地
区
で
は
桜
ま
つ
り
や

紅
葉
ま
つ
り
等
が
見
送
ら
れ
、
一
度
に
集
客

す
る
イ
ベ
ン
ト
は
開
催
し
に
く
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
２
０
１
５
年
に
日
本
遺

産
に
登
録
さ
れ
た「
信
長
公
の
お
も
て
な
し

が
息
づ
く
城
下
町
・
岐
阜
」
は
、計
画
に
沿
っ

た
取
り
組
み
に
対
し
評
価
が
低
か
っ
た
こ
と

か
ら
登
録
抹
消
の
候
補
に
挙
げ
ら
れ
ま
し
た

が
、
揖
斐
川
町
に
お
い
て
も
、
２
０
１
９
年

に
登
録
さ
れ
た「
１
３
０
０
年
つ
づ
く
日
本

の
終
活
の
旅
～
西
国
三
十
三
所
観
音
巡
礼
」

が
、
こ
の
２
年
間
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
活
動
自

粛
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
計
画
し
た
取
り
組
み

を
行
え
な
か
っ
た
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
人
と
人
と
の
交
流
が
減
少
ま

た
は
制
限
さ
れ
、
観
光
地
へ
の
誘
客
が
厳
し

い
状
況
下
で
は
、
各
協
議
会
な
ど
と
連
携
し

て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
で
き
る
活
動
を
地
域
住
民

の
皆
さ
ん
と
も
知
恵
を
出
し
合
い
協
力
し
て

い
く
こ
と
も
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

２
年
後
に
冠
山
峠
道
路
が
開
通
し
、
ま
た

東
海
環
状
自
動
車
道
の
開
通
も
控
え
た
中
、

コ
ロ
ナ
終
息
を
見
据
え
た
観
光
振
興
に
つ
い

て
日
本
遺
産
も
含
め
た
取
り
組
み
を
お
伺
い

し
ま
す
。

町 
長

　

観
光
振
興
に
は
、
入
込
客
数
を
増
や
す
た

め
の
積
極
的
な
観
光
Ｐ
Ｒ
活
動
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
が
終
息
を
迎
え

た
と
き
に
後
れ
を
取
ら
な
い
よ
う
、
現
在
準

備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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て
い
る
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
子
ど

も
た
ち
が
自
由
に
選
択
で
き
る
多
様
な
活
動

や
居
場
所
づ
く
り
、
そ
し
て
行
政
、
関
係
機

関
、
関
係
者
、
地
域
な
ど
が
重
層
的
に
関
わ

れ
る
環
境
を
つ
く
り
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ

と
り
に
必
要
に
応
じ
た
多
様
な
支
援
を
行
う

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
が
、町
と
し
て
、

今
後
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
と
多
様
な
支

援
を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
、
お
伺
い
し
ま

す
。

　

ま
た
、
既
存
の
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
と
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用

し
て「
子
ど
も
版
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
」
を
構
築
し
て
は
と
思
い
ま
す
が
、
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

町 

長

　

全
国
的
に
食
事
や
学
習
、
遊
び
の
場
な
ど

を
提
供
す
る
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
が
、

地
域
の
自
発
的
な
取
り
組
み
と
し
て
多
様
な

形
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

町
に
お
い
て
は
、
特
に
子
ど
も
の
居
場
所

づ
く
り
と
は
謳
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
例
え
ば

学
童
保
育
な
ど
が
こ
れ
に
相
当
す
る
も
の
と

考
え
、
従
来
よ
り
学
童
保
育
の
推
進
、
充
実

に
努
め
て
お
り
、
近
年
利
用
者
も
大
変
増
え

て
い
る
状
況
で
す
。

　

大
野
町
で
は
子
ど
も
食
堂
の
よ
う
な
取
り

組
み
も
あ
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
学
習

支
援
の
無
料
塾
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
度

よ
り「
地
域
学
び
塾
」
と
し
て
事
業
実
施
さ

せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
密
を
避
け
る

金
も
計
画
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
も
関
係
団
体
と
連
携
し
、
地
域
主
体

の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
地
域
活
性
化
の
取
り

組
み
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。衣

斐　
良
治 

議
員

地
域
文
化
の
活
用
に
つ
い
て

　

町
の
文
化
財
に
つ
い
て
は
、国
指
定
10
件
、

県
指
定
44
件
、
町
指
定
２
６
２
件
で
、
ほ
か

に
も
谷
汲
山
華
厳
寺
の「
西
国
三
十
三
所
観

音
巡
礼
」
の
日
本
遺
産
登
録
、
夜
叉
ヶ
池
伝

説
な
ど
が
あ
り
、
活
躍
さ
れ
た
先
人
も
数
多

く
み
え
ま
す
。
さ
ら
に
町
に
は
、
お
茶
、
簗

掛
け
技
術
、
薬
草
文
化
な
ど
が
現
在
も
日
々

の
生
活
の
中
に
息
づ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
地
域
文
化
を
地
域
振
興
や
観
光

振
興
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
町
の
一
つ
の

戦
略
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
保
存
・
継
承
と
し
て
、

文
化
財
な
ど
の
基
礎
的
な
情
報
を
把
握
・
整

理
し
、
記
録
本
の
出
版
、
企
画
展
や
ツ
ア
ー

な
ど
に
よ
り
多
く
の
町
民
に
知
っ
て
も
ら

い
、
地
域
の
宝
と
し
て
後
世
に
残
し
た
い
と

い
う
気
運
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
情
報
技
術
な
ど
に
よ
る
観
光
振

興
、
特
産
品
の
開
発
、
生
活
ス
タ
イ
ル
を
活

か
し
た
移
住
定
住
対
策
、
子
ど
も
た
ち
の
郷

土
愛
を
育
む
教
育
な
ど
へ
の「
地
域
文
化
の

活
用
」
が
大
切
で
す
し
、
そ
れ
ら
を
持
続
的

な
も
の
に
す
る
体
制
の
構
築
も
重
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
後
ど
の
よ
う
に
、
地
域
文
化

を
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
し
て
い
く
か
、
具
体

的
な
方
策
を
お
伺
い
し
ま
す
。

町 

長

　

町
で
は
総
合
計
画
の
方
針
に
基
づ
き
、
例

え
ば
文
化
協
会
へ
の
助
成
を
通
じ
て
、
ア
ー

ト
い
び
が
わ
、
メ
サ
イ
ヤ
、
芸
能
発
表
、
作

品
展
示
等
の
事
業
展
開
を
は
じ
め
、
町
や
有

志
の
団
体
も
様
々
な
企
画
を
通
じ
文
化
活
動

を
展
開
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
工
夫
を

凝
ら
し
、
文
化
の
振
興
に
努
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

具
体
的
施
策
と
し
て
総
合
計
画
に
示
さ
れ

て
い
る
地
域
文
化
の
保
存
、
継
承
に
つ
い
て

も
、
合
併
以
来
旧
町
村
の
文
化
財
の
統
一
的

な
把
握
が
全
く
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
昨
年
か
ら
図
録
の
製
作
を
進
め
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
子
供
歌
舞
伎
を
は
じ
め
各
地
区

に
伝
わ
る
伝
統
芸
能
に
つ
い
て
も
保
存
会
、

揖
斐
歌
舞
伎
塾
へ
の
助
成
な
ど
を
通
じ
後
継

者
の
育
成
や
保
存
、継
承
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
に
お
い
て
も
地
域
連
携
の
中
で

様
々
な
地
域
の
文
化
に
触
れ
る
授
業
、
活
動

を
行
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

自
然
文
化
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
総
合

計
画
に
も「
揖
斐
す
め
ら
ぎ
の
森
」
の
活
用

が
あ
り
ま
す
が
、
地
域
振
興
、
観
光
振
興
と

し
て
指
定
管
理
者
と
連
携
し
活
用
を
図
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
谷
汲
山
華
厳
寺
等
に
お

い
て
も
、
地
元
観
光
業
者
の
皆
さ
ん
に
よ
り

名
古
屋
と
大
野
町
の
道
の
駅
を
結
ぶ
高
速
バ

ス「
に
し
み
の
ラ
イ
ナ
ー
」
の
利
用
者
を
谷
汲

山
へ
誘
客
す
る
取
り
組
み
や
、
日
本
遺
産
谷

汲
山
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
岐
阜
大

学
の
学
生
と
協
力
し
て「
鬼
ド
キ
謎
と
き
ウ

キ
ウ
キ
ウ
ォ
ー
ク
」
を
実
施
す
る
な
ど
新
た

な
取
り
組
み
も
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

取
り
組
み
の
ご
く
一
部
を
紹
介
し
ま
し
た

が
、今
後
と
も
積
極
的
に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

 

衣
斐　
良
治 

議
員

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
と
多
様
な
支
援
に

つ
い
て

　

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
学
校

や
家
庭
な
ど
日
々
の
生
活
の
中
で
抱
え
る
困

難
や
、
コ
ロ
ナ
禍
で
益
々
深
刻
化
す
る
孤
立

や
孤
独
な
ど
厳
し
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
子
ど
も
の
居
場
所
に

つ
い
て
は
、
単
な
る
退
避
空
間
と
し
て
の
場

所
だ
け
で
は
な
く
、
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ

け
、
将
来
の
こ
と
を
見
つ
め
る
機
会
と
し
て

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
学
童
保
育
や
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
で
の
活
動
、
夏
休
み
に
は
地
区
公
民
館

で
学
習
支
援
の
教
室
な
ど
が
開
催
さ
れ
、
新

年
度
に
は
校
区
内
の
町
有
施
設
で
中
学
生
の

希
望
者
を
対
象
に
学
習
支
援
を
開
催
す
る
た

め
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
池
田
町
に
は
各
地
区
に
児
童
館
が

設
置
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
大
野
町
、
池
田

町
で
は
、
民
間
団
体
に
よ
り
補
助
金
な
ど
を

活
用
し
て
、
子
ど
も
の
居
場
所
と
あ
わ
せ
て

学
習
・
生
活
支
援
や
相
談
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
日
々
の
生
活
の
中
で
抱
え
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し
、
各
種
手
続
き
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る

こ
と
で
も
、
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
に
努
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

二
点
目
に
つ
い
て
は
、
申
請
時
に
役
場
か

振
興
事
務
所
へ
一
度
来
庁
す
る
だ
け
で
、
写

真
撮
影
を
含
む
申
請
手
続
き
が
完
了
す
る
端

末
を
導
入
し
て
お
り
、
更
に
職
員
の
サ
ポ
ー

ト
に
よ
り
手
続
き
の
負
担
軽
減
を
図
る
な

ど
、
カ
ー
ド
を
取
得
し
や
す
い
環
境
整
備
と

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
国
が
目
指
す「
誰
一
人
取

り
残
さ
れ
な
い
デ
ジ
タ
ル
社
会
」
の
実
現
の

た
め
、
安
心
・
安
全
で
利
便
性
の
高
い
デ
ジ

タ
ル
社
会
の
ツ
ー
ル
と
な
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
普
及
に
今
後
も
努
め
て
い
き
ま

す
。住

民
福
祉
部
長

　

昨
年
４
月
よ
り
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
手
続
き
の
た
め
、
予
約
制
に
て
夜
間
・

休
日
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
平
日
は
19

時
30
分
ま
で
、
土
日
祝
日
は
８
時
30
分
か
ら

17
時
30
分
ま
で
の
ご
希
望
の
時
間
で
対
応
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
８
月
か
ら
は
高
齢
者
を
は
じ
め
、

申
請
手
続
き
の
煩
わ
し
さ
で
お
困
り
の
方
の

負
担
軽
減
の
た
め
、
必
要
書
類
を
持
参
い
た

だ
け
れ
ば
、
申
請
手
続
き
を
一
度
に
完
了
さ

せ
ら
れ
る
申
請
補
助
サ
ー
ビ
ス
端
末
を
役
場

と
各
振
興
事
務
所
へ
配
備
し
、
カ
ー
ド
を
取

得
し
や
す
い
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

当
町
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
率
に

つ
い
て
は
、令
和
４
年
２
月
現
在
で
32
・
０
％

意
味
も
含
め
、
プ
レ
イ
パ
ー
ク
な
ど
の
屋
外

で
の
遊
び
場
づ
く
り
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ

く
り
も
盛
ん
に
な
っ
て
お
り
、
町
に
お
い
て

も
複
数
の
地
区
か
ら
小
規
模
で
い
い
の
で
遊

具
を
設
置
し
た
子
ど
も
の
遊
び
場
を
設
け
て

ほ
し
い
と
の
要
望
も
あ
り
、
こ
う
し
た
ミ
ニ

児
童
公
園
的
な
も
の
も
子
ど
も
の
居
場
所
づ

く
り
の
有
効
な
手
立
て
で
あ
る
と
考
え
、
今

後
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

今
後
と
も
、
町
は
も
と
よ
り
地
域
や
住
民

の
皆
さ
ん
の
自
発
的
な
取
り
組
み
も
含
め
、

公
民
館
や
学
校
と
い
っ
た
公
的
な
場
所
か

ら
、
店
舗
や
個
人
住
宅
、
寺
社
、
空
き
家
、

空
き
店
舗
な
ど
場
所
に
こ
だ
わ
ら
ず
多
様
な

取
り
組
み
が
な
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

住
民
福
祉
部
長

　

地
域
包
括
支
援
シ
ス
テ
ム
と
は
、
高
齢
者

の
場
合
、
要
介
護
状
態
と
な
っ
て
も
住
み
慣

れ
た
家
で
生
活
上
の
安
心
、
安
全
、
健
康
を

確
保
す
る
た
め
、
医
療
、
介
護
、
予
防
、
生

活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
地
域
で
の

体
制
で
す
。

　

子
ど
も
版
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
は
、
高
齢
者
の
地
域
包
括
支
援
シ
ス

テ
ム
に
子
ど
も
子
育
て
支
援
ケ
ア
の
視
点
を

入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
孤
立
育
児
の
防
止
や

子
育
て
支
援
機
関
強
化
を
目
指
す
も
の
と
理

解
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
も
町
で
は
、
子
育
て
世
帯
や
子
ど
も

が
抱
え
る
様
々
な
困
難
や
課
題
に
つ
い
て
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
保
健
セ

ン
タ
ー
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
小
中

学
校
等
と
横
断
的
に
情
報
共
有
を
行
い
な
が

ら
相
談
業
務
や
育
児
支
援
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
域
で
の
見
守
り
や
緊
急
時
に

は
、
県
の
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し

て
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、
自
助
、
互

助
、
共
助
、
公
助
の
組
み
合
わ
せ
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。公
助
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
庁
内
各
部
署
が
一
体
と
な
っ
て
対
応

し
、
関
係
機
関
と
の
情
報
共
有
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 
若
園　
敏
朗 

議
員

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
活
用
に
つ
い
て

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、行
政
の
効
率
化
、

国
民
の
利
便
性
の
向
上
、
公
平
・
公
正
な
社

会
の
実
現
の
た
め
の
社
会
基
盤
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
平
成
26
年
１
月

か
ら
発
行
が
始
ま
り
、
令
和
４
年
２
月
時
点

の
交
付
状
況
は
、
全
国
で
41
・
８
％
、
岐
阜

県
で
39
・
４
％
で
す
が
、
揖
斐
川
町
は
32
・

０
％
と
岐
阜
県
下
で
最
下
位
の
交
付
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促

進
の
た
め
、
カ
ー
ド
の
取
得
、
健
康
保
険
証

と
し
て
の
利
用
、
公
金
受
取
口
座
と
の
ひ
も

付
け
の
条
件
に
応
じ
て
最
大
で
２
万
円
相
当

の
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
る
第
２
弾
の
マ
イ

ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
を
始
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
先
日
発
表
さ
れ
た
岐
阜
県
の
令
和

４
年
度
一
般
会
計
予
算
案
で
は
、「
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
時
代
の
新
た
な
社
会
・
経
済
を
創
る

た
め
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン（
Ｄ
Ｘ
）
を
推
進
し
、
県
民
へ
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
県
内
事
業
の
生
産
性

向
上
を
図
る
」と
あ
り
ま
す
。マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
取
得
は
、
県
の
推
進
す
る
Ｄ
Ｘ
と

も
深
く
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
町
長
に
２
点
お
伺
い
し
ま
す
。

①
国
も
県
も
力
を
入
れ
て
い
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
、
町
と
し
て
今
後
ど
の
よ
う

に
進
め
、
周
知
し
て
い
き
ま
す
か
。

②
取
得
す
る
の
が
面
倒
だ
と
感
じ
る
高
齢
者

の
方
々
に
は
支
援
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す

が
、
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

町 

長

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
議

会
の
中
で
も
様
々
な
ご
意
見
が
あ
り
ま
す

が
、
町
と
し
て
は
当
然
に
促
進
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
う
し
た
中
で
、カ
ー

ド
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
で
町
民
の
皆
さ
ん

に
不
利
益
が
生
じ
な
い
よ
う
に
努
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ご
質
問
の
一
点
目
で
す
が
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
・
交
付
・
更
新
窓
口
の

夜
間
・
休
日
開
設
サ
ー
ビ
ス
を
引
き
続
き
実

施
す
る
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
要
望

に
応
じ
、
説
明
会
や
町
独
自
の
普
及
促
進
対

策
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
拡
充
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ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
定
数
の
削
減
、
操
法

大
会
の
中
止
、
団
員
報
酬
の
改
善
が
さ
れ
る

運
び
と
な
り
、
こ
こ
に
至
る
ま
で
の
関
係
者

の
皆
さ
ん
の
ご
尽
力
・
ご
理
解
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。

　

し
か
し
、
消
防
団
員
の
定
数
は
人
口
の

１
％
を
根
拠
と
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
、

当
町
の
削
減
後
の
定
数
６
０
０
人
は
、
定
数

１
６
０
人
の
池
田
町
、
大
野
町
な
ど
と
比
べ

て
、
ま
だ
多
す
ぎ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
２
点
質
問
を
し
ま
す
。

①
昨
年
12
月
議
会
の
町
長
の
答
弁
に
て
、
消

防
車
両
数
の
見
直
し
に
伴
う
第
２
弾
の
定
数

削
減
を
検
討
さ
れ
る
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し

た
が
、
一
部
の
地
域
か
ら
は
消
防
車
庫
統
合

の
話
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
が
、
車
庫
や
分
団

の
統
合
に
よ
る
車
両
数
の
見
直
し
、
そ
れ
に

伴
う
団
員
数
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
い
つ

頃
、
ま
た
い
つ
ま
で
に
検
討
さ
れ
ま
す
か
。

②
揖
斐
川
地
区
へ
の
消
防
分
署
の
新
設
は
、

更
な
る
消
防
団
員
削
減
に
伴
う
消
防
力
の
落

ち
込
み
を
カ
バ
ー
し
、
揖
斐
厚
生
病
院
移
転

後
の
救
急
体
制
の
カ
バ
ー
も
図
れ
る
と
思
い

ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
分
署
を
新
設
す
る
場
合
の
経
費
に

つ
い
て
、
ど
う
お
考
え
で
す
か
。

町 

長

　

消
防
団
改
革
は
私
の
公
約
の
一
つ
で
あ

り
、
合
併
以
来
の
長
年
の
懸
案
事
項
で
し
た

が
、
よ
う
や
く
令
和
４
年
度
か
ら
実
現
で
き

ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
一
点
目
の
団
員
の
更
な
る
削

で
す
が
、
前
年
同
月
は
16
・
１
％
で
あ
り
、

徐
々
に
上
昇
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の

付
与
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
書

の
取
得
、
各
種
証
明
書
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

な
ど
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
活
用
に

つ
い
て
周
知
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
交
付

率
向
上
に
む
け
て
各
自
治
会
へ
の
説
明
会
な

ど
、
カ
ー
ド
取
得
促
進
に
効
果
的
な
施
策
を

検
討
し
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

若
園　
敏
朗 

議
員

ふ
る
さ
と
納
税
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
国
民
が
好
き
な
自
治

体
を
選
ん
で
寄
附
が
で
き
る
制
度
で
、
過
疎

な
ど
に
よ
り
税
収
が
減
少
し
て
い
る
地
域
と

都
市
部
と
の
地
域
間
格
差
を
是
正
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
制
度

利
用
者
は
、
寄
附
の
お
礼
と
し
て
自
治
体
か

ら
返
礼
品
が
も
ら
え
る
と
い
う
こ
と
で
、
利

用
者
数
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

揖
斐
川
町
へ
の
寄
附
金
額
は
、
約
４
，

９
０
０
万
円
で
す
が
、
他
の
自
治
体
へ
ふ
る

さ
と
納
税
さ
れ
る
町
民
も
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
収
支
は
約
７
０
０
万
円
で
す
。
今
後
も

他
の
自
治
体
へ
寄
附
を
す
る
町
民
が
増
え
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
町
へ
の
寄
附
額
を
増
や

す
と
い
う
命
題
は
待
っ
た
な
し
で
す
。

　

池
田
町
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
対
策
係
を

設
け
、
情
報
発
信
に
力
を
入
れ
、
ま
た「
池

田
す
ぐ
れ
も
の
」
な
ど
町
認
定
の
返
礼
品
を

商
工
会
や
事
業
者
と
と
も
に
作
り
出
し
て
お

り
、
揖
斐
川
町
の
約
８
倍
の
寄
附
額
を
得
て

い
ま
す
が
、
揖
斐
川
町
の
取
り
組
み
は
、
担

当
者
が
一
人
で
、
返
礼
品
の
開
発
な
ど
は

行
っ
て
お
ら
ず
、
ま
だ
ま
だ
行
政
の
本
気
度

が
見
え
て
き
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
３
点
お
伺
い
し
ま
す
。

①
ふ
る
さ
と
納
税
は
財
源
を
確
保
す
る
大
き

な
チ
ャ
ン
ス
な
の
で
、
人
数
を
か
け
、
部
署

を
越
え
て
行
政
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む

べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
事
業
者

と
行
政
、
町
民
が
一
緒
に
返
礼
品
を
開
発
す

べ
く
、
新
し
い
組
織
、
シ
ス
テ
ム
を
作
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

②
一
過
性
の
商
品
だ
け
で
な
く
、
体
験
や

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
返
礼
品
を
考
え
ら
れ
な
い

で
し
ょ
う
か
。

③
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
り
揖
斐
川
町
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
も
Ｐ
Ｒ
の
工
夫
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
。

町 

長

　

一
点
目
の
町
の
体
制
で
す
が
、
町
の
ふ
る

さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、
寄
附
件
数
、
寄
附

金
額
と
も
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
他
市

町
村
と
比
べ
る
と
ま
だ
ま
だ
少
な
い
と
考
え

て
お
り
、
寄
附
金
を
増
や
す
に
は
、
Ｐ
Ｒ
と

返
礼
品
の
充
実
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

現
在
新
た
に
５
事
業
者
が
登
録
手
続
き
中

で
す
し
、特
産
品
開
発
に
つ
い
て
も
独
自
に
、

ま
た
事
業
者
と
協
力
し
な
が
ら
進
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

担
当
部
署
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
、

担
当
す
る
政
策
広
報
課
の
み
な
ら
ず
、
商
工

観
光
課
や
農
林
振
興
課
等
と
連
携
し
情
報
共

有
し
な
が
ら
事
業
者
や
返
礼
品
の
登
録
等
を

行
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
引
き
続
き
部
局
横

断
的
な
体
制
で
返
礼
品
の
充
実
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
促
進
に
努
め
ま
す
。

　

二
点
目
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
マ
ラ
ソ
ン

や
ゴ
ル
フ
、
そ
ば
打
ち
体
験
な
ど
が
登
録
さ

れ
て
お
り
、
現
在
、
農
業
体
験
も
登
録
手
続

き
中
で
す
。
ま
た
、
議
員
お
話
の
空
き
家
の

管
理
や
お
墓
の
掃
除
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
も
、
協
力
事
業
者
の
掘
り
起
こ
し
と
併

せ
検
討
し
ま
す
。

　

三
点
目
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
ふ

る
な
び
や
楽
天
な
ど
の
人
気
サ
イ
ト
を
活
用

し
て
お
り
、
今
年
度
か
ら
は
無
料
で
活
用
で

き
る
専
門
雑
誌
へ
の
掲
載
な
ど
、
費
用
を
か

け
ず
Ｐ
Ｒ
で
き
る
媒
体
も
積
極
的
に
活
用
し

て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、
自
主
財
源
の
確

保
に
留
ま
ら
ず
、
地
域
産
業
の
活
性
化
や
関

係
人
口
の
拡
大
な
ど
に
も
つ
な
が
り
ま
す
の

で
、
国
の
基
準
を
遵
守
し
つ
つ
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。ま
た
、「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」

に
つ
い
て
も
、
積
極
的
に
推
進
で
き
る
よ
う

努
め
て
い
き
ま
す
。　

宇
佐
美　
直
道 

議
員

消
防
団
員
の
更
な
る
削
減
と
消
防
分
署
の
検

討
に
つ
い
て

　

か
ね
て
か
ら
当
町
の
消
防
団
体
制
に
つ
い

て
は
見
直
し
を
す
べ
き
と
の
声
が
多
く
あ
り
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道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
た
い
と
考
え

て
お
り
、
来
年
度
よ
り
測
量
設
計
の
実
施
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

　

三
点
目
に
つ
い
て
は
、
大
野
町
の
事
業
に

関
す
る
こ
と
で
あ
り
、
町
と
し
て
の
答
弁
は

差
し
控
え
ま
す
が
、
当
然
大
野
町
と
し
て
鋭

意
努
力
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

國
枝　
誠
樹 

議
員

移
住
定
住
問
題
と
情
報
発
信
に
つ
い
て

　

全
国
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
人
口
減

少
問
題
で
す
が
、
揖
斐
川
町
で
は
令
和
２

年
の
国
勢
調
査
で
前
回
の
平
成
27
年
よ
り

１
９
７
４
人
減
少
し
て
お
り
、
深
刻
さ
が
う

か
が
え
ま
す
。

　

人
口
減
少
問
題
に
は
、
人
口
流
出
と
移
住

定
住
の
２
つ
の
観
点
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
移
住
定
住
に
つ
い
て
、
県
内
４
市

取
り
組
み
に
つ
い
て
視
察
等
を
行
い
ま
し
た

が
、
令
和
２
年
の
県
外
か
ら
の
移
住
者
が
、

関
市
78
件
、
郡
上
市
97
件
、
高
山
市
２
６
４

件
、
人
口
や
面
積
な
ど
揖
斐
川
町
と
環
境
が

似
て
い
る
飛
騨
市
は
86
件
で
、
揖
斐
川
町
の

２
件
と
い
う
数
字
と
比
べ
る
と
差
は
歴
然
で

す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
自
治
体
に
よ
り
政
策
の
違
い
や

周
辺
環
境
、
他
の
施
策
と
の
優
先
順
位
な
ど

様
々
な
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
圧
倒
的
な
差

を
感
じ
る
の
が
発
信
力
で
す
。

　

揖
斐
川
町
に
は
他
の
自
治
体
に
は
な
い
よ

う
な
子
育
て
や
移
住
の
た
め
の
魅
力
的
な
支

援
策
が
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、
移
住
す
る
ま

減
で
す
が
、
各
地
区
か
ら
消
防
車
庫
や
車
両

の
見
直
し
、
分
団
の
統
廃
合
の
要
望
も
あ
り

ま
す
の
で
、
消
防
団
、
関
係
機
関
、
地
域
住

民
の
皆
さ
ん
と
協
議
を
進
め
て
い
く
中
で
、

車
庫
や
車
両
の
削
減
に
付
随
し
て
更
な
る
団

員
の
削
減
も
あ
り
得
る
と
い
う
こ
と
で
、
初

め
か
ら
第
２
弾
の
削
減
あ
り
き
の
話
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

地
域
事
情
も
考
え
、
期
限
を
定
め
る
の
で

は
な
く
、
慎
重
に
地
域
の
皆
さ
ん
の
コ
ン
セ

ン
サ
ス
が
得
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　

２
点
目
の
消
防
分
署
に
つ
い
て
で
す
が
、

ま
ず
、
経
費
に
つ
い
て
は
、
概
算
の
設
計
費

で
建
築
費
が
約
５
億
円
超
、
維
持
管
理
費
が

年
間
７
，０
０
０
万
円
前
後
見
込
ま
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、用
地
選
定
等
の
課
題
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
分
署
に
配
置
さ
れ
る
人
数
は
、
基

本
的
に
３
～
４
名
で
す
の
で
、
そ
の
人
数
で

の
消
火
活
動
、
災
害
時
の
避
難
誘
導
、
救
援

活
動
に
つ
い
て
の
効
果
は
限
定
的
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
分
署
を
必
要
と
す
る
大
き
な
要
因

は
、
救
急
体
制
、
救
急
車
の
到
達
時
間
だ
ろ

う
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
救
急
車
の
到

達
時
間
を
全
町
的
に
見
る
と
、
山
間
部
で
は

現
状
15
分
以
上
か
か
っ
て
い
る
地
域
も
あ

り
、
人
口
の
多
い
揖
斐
川
地
区
だ
け
到
達
時

間
を
短
縮
さ
せ
る
た
め
に
分
署
を
新
設
す
る

と
い
う
こ
と
は
、
地
域
間
の
公
平
性
、
バ
ラ

ン
ス
、
費
用
対
効
果
を
鑑
み
た
と
き
に
非
常

に
難
し
い
問
題
で
あ
り
、
今
後
も
引
き
続
き

検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

宇
佐
美　
直
道 

議
員

都
市
計
画
道
路「
大
野
揖
斐
川
線
」
の
現
状

と
国
道
４
１
７
号
へ
の
早
期
延
伸
に
つ
い
て

　

現
在
、都
市
計
画
道
路
大
野
揖
斐
川
線
は
、

第
１
期
計
画
の
第
１
段
階
と
し
て
、
揖
斐
厚

生
病
院
北
側
か
ら
三
栄
自
動
車
南
辺
り
ま
で

暫
定
的
に
供
用
が
開
始
さ
れ
て
お
り
、
第
２

段
階
と
し
て
、
長
良
地
区
か
ら
大
野
町
と
の

境
ま
で
の
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

都
市
計
画
道
路
は
、
町
の
発
展
・
活
性
化

に
向
け
た
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
少
し

で
も
早
く
実
現
す
べ
き
も
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
３
点
お
伺
い
し
ま
す
。

①
第
１
期
計
画
の
進
捗
状
況
、
特
に
福
島
～

長
良
間
の
進
捗
状
況
や
上
ミ
野
地
区
や
白
石

川
架
橋
部
分
の
工
期
等
に
つ
い
て
説
明
願
い

ま
す
。

②
揖
斐
厚
生
病
院
北
側
か
ら
国
道
４
１
７
号

ま
で
の
第
２
期
計
画
に
つ
い
て
は
早
期
事
業

化
が
望
ま
れ
ま
す
が
、
今
後
の
見
通
し
と
当

該
工
事
に
伴
う
迂
回
路
と
し
て
の
町
道
拡
幅

工
事
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
願
い
ま
す
。

③
大
野
揖
斐
川
線
の
両
町
境
地
点
か
ら
大
野

町
旧
有
楽
苑
ま
で
の
区
間
で
は
工
事
の
気
配

が
全
く
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
大
野
町
内
で
の

事
業
で
す
が
、
早
期
事
業
化
に
向
け
、
町
か

ら
も
県
に
対
し
強
く
要
望
す
べ
き
か
と
思
い

ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

町 

長

　

一
点
目
の
第
１
期
計
画
の
進
捗
状
況
で
す

が
、
福
島
か
ら
三
輪
の
区
間
に
お
い
て
、
優

先
順
位
を
決
め
、
効
果
の
高
い
と
こ
ろ
か
ら

順
次
県
に
よ
り
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

第
１
期
工
事
は
、
揖
斐
厚
生
病
院
ま
で
の

導
線
確
保
の
た
め
、
三
栄
自
動
車
南
か
ら
揖

斐
厚
生
病
院
北
側
ま
で
を
三
輪
工
区
と
し
て

既
に
供
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
第
２
期
工
事
は
、
大
野
神
戸
イ
ン

タ
ー
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
確
保
の
た
め
、
県

道
本
庄
揖
斐
川
線
の
付
け
替
え
道
路
と
な
る

福
島
～
長
良
工
区
と
し
て
平
成
25
年
に
事
業

着
手
し
、
全
区
間
に
渡
り
工
事
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
現
在
は
、
用
地
問
題
も
解
決
し
、

県
に
お
い
て
も
重
点
的
か
つ
全
力
で
取
り
組

ま
れ
て
お
り
、
早
期
開
通
を
期
待
す
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

残
区
間
と
な
る
白
石
川
の
前
後
に
つ
い
て

は
、
県
の
財
政
状
況
、
県
内
の
優
先
順
位
、

事
業
効
果
、
連
続
性
、
迷
い
交
通
車
両
に
よ

る
周
辺
地
域
へ
の
影
響
な
ど
を
総
合
的
に
判

断
し
な
が
ら
着
手
時
期
を
検
討
さ
れ
る
と
聞

い
て
い
ま
す
。

　

二
点
目
の
第
２
期
計
画
は
、
揖
斐
厚
生
病

院
前
の
交
差
点
か
ら
西
へ
延
伸
す
る
国
道

４
１
７
号
ま
で
の
区
間
で
、
ま
だ
事
業
化
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
も
あ
ら
ゆ
る
機
会

を
通
じ
て
県
に
強
く
要
望
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

揖
斐
厚
生
病
院
北
側
か
ら
国
道
４
１
７
号

ま
で
は
用
地
確
保
が
で
き
て
お
ら
ず
、
行
き

止
ま
り
と
な
る
こ
と
か
ら
、迂
回
路
と
し
て
、

揖
斐
厚
生
病
院
北
側
交
差
点
か
ら
南
下
し
た

新
籠
橋
ま
で
の
区
間
を
２
車
線
へ
改
良
し
、

岡
島
橋
ま
で
２
車
線
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
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町 

長

　

関
係
人
口
の
定
義
は
、
特
定
の
地
域
に
継

続
的
に
多
様
な
形
で
関
わ
る
者
と
さ
れ
て
お

り
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
急
速
に
進
展
す

る
中
で
、
移
住
・
定
住
施
策
と
併
せ
て
、
関

係
人
口
の
獲
得
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

継
続
的
な
関
心
や
交
流
を
通
じ
て
、
様
々

な
形
で
地
域
を
支
え
る
人
々
を
受
け
入
れ
る

こ
と
は
、
地
域
を
支
え
る
担
い
手
の
確
保
そ

の
も
の
で
あ
る
と
捉
え
る
必
要
が
あ
り
、
関

係
人
口
の
創
出
・
拡
大
に
は
、
関
係
人
口
に

な
る
き
っ
か
け
づ
く
り
・
土
壌
づ
く
り
と
、

受
け
入
れ
地
域
に
お
け
る
取
り
組
み
の
両
面

か
ら
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　

昨
年
夏
に
春
日
長
者
の
里
キ
ャ
ン
プ
場
で

行
わ
れ
た
キ
ャ
ン
プ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
関
東

や
関
西
圏
か
ら
参
加
者
が
集
ま
り
、
薬
草
や

お
茶
を
使
っ
た
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
通
し
て
、

参
加
者
と
地
域
住
民
が
交
流
す
る
こ
と
で
、

揖
斐
川
町
の
伝
統
文
化
や
地
域
で
暮
ら
す

人
々
と
の
関
わ
り
が
生
ま
れ
、
関
係
人
口
の

創
出
に
つ
な
が
る
き
っ
か
け
づ
く
り
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

関
係
人
口
の
創
出
・
拡
大
に
は
、
行
政
だ

け
で
な
く
、
地
域
や
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
、
ご
協
力
が
必
要
で
す
の
で
、
今
後
と
も

皆
さ
ん
と
一
緒
に
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

で
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
方
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。
こ
れ
で
は
せ
っ
か
く
の
施
策
も
、
移
住

定
住
希
望
者
に
届
か
な
い
大
変
も
っ
た
い
な

い
も
の
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

移
住
定
住
問
題
を
例
に
挙
げ
ま
し
た
が
、

そ
れ
に
限
ら
ず
、
広
く
、
多
く
の
方
に
揖
斐

川
町
の
情
報
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
の
更
新
頻
度
や
時
事
情
報
の
掲

載
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
日
々
更
新
さ
れ
る
自

治
体
情
報
の
発
信
な
ど
、
行
政
と
し
て
も
っ

と
情
報
発
信
に
注
力
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
か
。

町 

長

　

町
に
求
め
ら
れ
て
い
る
広
報
の
役
割
と
し

て
、
一
つ
は
行
政
の
施
策
や
社
会
生
活
に
必

要
な
情
報
、
災
害
情
報
な
ど
様
々
な
情
報
を

住
民
の
皆
さ
ん
に
分
か
り
や
す
く
確
実
に
伝

え
る
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
情
報

発
信
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
周
知
、利
用
促
進
、

必
要
な
手
続
き
や
行
動
を
促
す
き
っ
か
け
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

　

二
つ
目
の
役
割
と
し
て
は
、
町
外
の
方
に

対
し
揖
斐
川
町
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
で
、

移
住
定
住
や
観
光
振
興
な
ど
様
々
な
分
野
で

活
性
化
に
つ
な
が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、町
と
し
て
は
広
報
紙
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
音
声
告
知
放
送
、
い
び
が
わ

チ
ャ
ン
ネ
ル
な
ど
を
通
じ
て
必
要
な
情
報
を

迅
速
に
正
し
く
発
信
す
る
こ
と
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

ま
た
最
近
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
等
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
情
報
発
信
し
て

い
ま
す
が
、
登
録
者
数
も
少
な
く
、
発
信
頻

度
も
多
く
な
い
の
が
現
状
で
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は

広
範
囲
か
つ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
情
報
発
信
が

可
能
な
の
で
、
今
後
も
積
極
的
に
活
用
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
で
は
令
和
５
年
度
完
成
予
定
の

防
災
行
政
無
線
の
整
備
に
あ
わ
せ
、
自
宅
に

い
な
く
て
も
町
の
発
信
す
る
情
報
を
文
字
や

音
声
で
確
認
で
き
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
の

防
災
ア
プ
リ
の
導
入
も
進
め
て
い
ま
す
。
今

後
と
も
効
果
的
な
媒
体
を
用
い
た
情
報
発
信

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
都
市
部
の
方
に
興
味
を
持
っ
て

も
ら
え
る
情
報
を
発
信
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
で
、
都
市
部
の
方
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る

よ
う
な
魅
力
づ
く
り
も
あ
わ
せ
て
進
め
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

國
枝　
誠
樹 
議
員

揖
斐
川
町
に
お
け
る
関
係
人
口
の
増
加
に
つ

い
て
の
取
り
組
み

　

２
０
１
６
年
頃
か
ら
全
国
的
に
も
関
係
人

口
と
い
う
考
え
方
が
広
く
用
い
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
町
と
関
わ
る
人
材
を「
移

住
・
定
住
」
と「
交
流
・
観
光
」
の
２
種
類

の
考
え
方
で
捉
え
、
施
策
等
が
実
施
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
今
、
私
た
ち
が
直
面
し
て
い

る
人
口
減
少
社
会
で
の
担
い
手
不
足
や
つ
な

が
り
、
伝
統
文
化
の
維
持
な
ど
、
過
疎
の
山

村
地
域
と
し
て
の
課
題
解
決
の
方
法
と
し

て
、
こ
の
２
種
類
の
考
え
方
だ
け
で
は
難
し

い
と
思
い
ま
す
。

　

揖
斐
川
町
に
住
ん
で
い
な
く
て
も
町
の
た

め
に
関
わ
っ
て
く
れ
る
人
材
、
進
学
や
就
職

で
町
を
離
れ
て
も
定
期
的
に
町
の
活
動
に
関

わ
っ
て
く
れ
る
人
材
、
以
前
訪
れ
た
と
き
に

町
や
人
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
人
た
ち
、

様
々
な
関
係
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
町
外

か
ら
揖
斐
川
町
の
力
に
な
っ
て
く
れ
る
人
材

で
あ
る
関
係
人
口
を
増
や
す
取
り
組
み
が
重

要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

関
係
人
口
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
一
人
が
い

ろ
い
ろ
な
地
域
と
関
わ
る
こ
と
が
で
き
、
過

剰
に
人
材
を
奪
い
合
う
こ
と
な
く
、
人
材
を

シ
ェ
ア
で
き
る
点
で
す
。
関
わ
る
側
は
居
場

所
や
喜
び
に
な
り
、
地
域
側
は
担
い
手
と
し

て
期
待
で
き
、
ま
さ
に
人
口
減
少
時
代
の
地

域
づ
く
り
の
あ
り
方
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

す
。

　

映
画「
君
の
名
は
」
の
舞
台
と
し
て
交
流

人
口
が
急
増
し
た
飛
騨
市
で
は
、
交
流
人
口

を
関
係
人
口
に
変
え
て
い
く
た
め
の
交
流
や

支
え
あ
い
を
生
み
出
す
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築

し
、
関
係
人
口
の
拡
大
に
成
功
し
、
ふ
る
さ

と
納
税
も
４
億
６
千
万
円
か
ら
４
年
で
18
億

円
ま
で
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
、
伝
統
文
化
、

芸
能
の
担
い
手
不
足
、
地
域
に
根
付
い
た
産

業
も
後
継
者
不
足
の
た
め
失
わ
れ
つ
つ
あ
り

深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
持
続
可
能

な
揖
斐
川
町
の
た
め
、
関
係
人
口
は
町
に

と
っ
て
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
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≪ヤング健診、予約受付中です！≫≪ヤング健診、予約受付中です！≫

【予約申込み先　揖斐川保健センター　　℡２３－１５１１】

＜健診内容＞身体計測、血圧測定、尿検査、血液検査（脂質、肝機能、糖、腎機能、貧血）
＜結　　果＞後日、個別結果説明会を実施します。

場所：揖斐川保健センター
月 日 曜日 受付時間 予約人数（上限） 対象者

６
13 月 9：00～11：30

13：00～14：30
１日

120人まで

19～39歳
（S58.４.１～H16.3.31生）
健診を受ける機会のない人25 土

【予約について】
・窓口来所、電話連絡での予約可能です。
・電話予約において、話し中の場合は、時間をあけて再度、電話をお願いいたします。
・�胃がん検診（バリウム検査）・大腸・前立腺・肺がん・子宮頸・乳房がん検診、肝炎ウイルス検診は随
時、予約受付をしていますので、併せてお申し込みください。
・その他、健診等について、質問等がある場合も揖斐川保健センターへお問い合せください。

≪骨粗鬆症検診、予約受付中です！≫≪骨粗鬆症検診、予約受付中です！≫
場所：揖斐川保健センター
月 日 曜日 受付時間 予約人数（上限） 対象者

７

1 金 9：00～11：30
12：30～14：30 120人 令和5年３月31日までに

40・45・50・55・60・65歳になる方
（女性のみ）8 金

13：30～15：30
60人

20 水 60人

＜健診内容＞上腕 X線撮影による骨密度測定
＜結　　果＞検診終了後すぐにお渡しします。必要に応じて、栄養士による栄養指導があります。

　
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
見
守
り
を
支
援
す
る

た
め
、
通
信
機
能
を
内
蔵
し
た
見
守
り
電
球
を
支

給
し
ま
す
。

　
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
自
宅
に
設
置
さ
れ
た

電
球
の
点
灯
・
消
灯
情
報
を
、
離
れ
て
暮
ら
す
家

族
な
ど
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で
随
時
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
対
象 

　
町
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢

者
な
ど
を
見
守
る
方
（
町
外
在
住
者
も
可
）

■
電
球
の
仕
様

　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
（
口
金
：
Ｅ
26
、
明
る
さ
：
電
球

40
Ｗ
形
相
当
）
※
工
事
不
要

■
利
用
料
金

　
見
守
り
電
球
の
機
器
代
は
無
料
、
ア
プ
リ
の
月

額
利
用
料
金
は
令
和
５
年
３
月
末
ま
で
無
料

■
申
し
込
み

　
申
請
書
（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
）
に
必
要
書
類
を
添
え
て
健
康
福
祉
課
・
各

振
興
事
務
所
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

　
揖
斐
川
町
役
場
健
康
福
祉
課

　
　
℡
２
２
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
３
３
）

高
齢
者
安
心
見
守
り
事
業

～
見
守
り
電
球
～
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～子育て支援センターには
楽しいことがいっぱい～

～子育て支援センターには
楽しいことがいっぱい～

※�揖斐川子育て支援センターは、子育て中のお父さん、お母※�揖斐川子育て支援センターは、子育て中のお父さん、お母
さん、妊婦さん、おじいさん、おばあさんどなたでも利用さん、妊婦さん、おじいさん、おばあさんどなたでも利用
できる場所です。気軽にお出かけください。できる場所です。気軽にお出かけください。

揖斐川
揖斐川町上南方193　℡ 23-1136
開館日　月曜日～金曜日・第３土曜日
　　　　9：00～ 16：00

◎幼児園のなかよしタイム（園庭開放）
５月11日（水）・25日（水）
　各幼児園へお問い合わせください
◎揖斐幼稚園の開放日　5月18日（水）
　直接幼稚園へ申込みください。
　℡22-6008（当日可）

◇通信ピッコロを中旬に発行しています。◇通信ピッコロを中旬に発行しています。
　図書館・公民館・保健センター・役場・振興事務所な　図書館・公民館・保健センター・役場・振興事務所な
どに置いてあります。どに置いてあります。

◇ホームページ◇ホームページ
　揖斐川町　　　揖斐川町　　https://www.town.ibigawa.lg.jphttps://www.town.ibigawa.lg.jp
　揖斐幼稚園　　揖斐幼稚園　http://www.ibi ‐ youchien.ed.jphttp://www.ibi ‐ youchien.ed.jp

５月の活動予定　行事の申込みは、前月第３水曜日より実施日前日まで受付けています。（電話予約不可）
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
憲法記念日憲法記念日

4
みどりの日みどりの日

5
こどもの日こどもの日

6 7

8 9 10 11 12
リコーダー演奏会

13
りんご交流

14

15 16
いちご交流

17
さくらんぼ交流

18
リトミック

19
おさんぽ会
（坂内地区）

20 21
開館日

22 23 24
子育てと仕事を両
立したい方のため
のハローワーク

25 26 27 28

29 30
ピアノ演奏会
誕生会

31 ◎育児相談は毎日、子育て支援センターで直接受け付けます。
・行事等中止になる場合もありますので、お気軽にお問い合わせください。
・年齢別交流は『始まりの会』を予定しています。

子育て支援センターは、子どもに関する（０～18歳未満）あらゆる相談窓口です。
一人で悩まないで気軽にご相談ください。

　幼い時ほどストレートに感情を表し大声で泣きます。子どもにとって「泣く」ことは、強い感情を外に
出し気持ちを落ち着かせる働きがあります。成長に欠かせない経験を大切に！

※３つのポイント
①泣きたいときに泣ける環境・・・子どもの健全な発達に欠かせない安心・安全の感覚を得ます。
②�不安になったらいつでも戻れる安全基地・・・泣いてもいつも受け止めてもらえる人がいることで子ど
もは外に自分の世界を広げていけます。
③�感情表現のしかたは子どもの個性・・・どの子にも泣きの一つ一つに理由があり、表現にも個人差があ
る、その時々の子どもの内面に目を向けましょう。

　一般には４歳頃から感情のコントロールができるようになります。年齢や発達、一人一人の個性を見な
がら、その子の「今」「泣き」を受け止め、寄り添い、自立に向けて援助してあげましょう。

泣くに寄り添う子育て
～泣くことを受け止めてもらえることから子ども達は自立に向かえる～

子育てちゃんねる
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�

～
お
じ
ま
幼
児
園
～

ぽ
か
ぽ
か
と
や
わ
ら
か
な
暖
か
い
陽
射
し
の
中
、
小
島
地
区
の
散
策

に
出
か
け
ま
し
た
。
園
周
辺
に
は
、
子
ど
も
達
の
大
好
き
な
虫
や
草
花

が
た
く
さ
ん
あ
り
、
見
た
り
触
れ
た
り
し
て
、
季
節
を
感
じ
て
楽
し
む

事
が
で
き
ま
す
。

こ
の
日
の
、
目
的
地
は「
大
門
神
社
」で
す
。
田
畑
の
あ
ぜ
道
を
歩
い

て
行
く
と
、
小
さ
な
”オ
オ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
”を
見
つ
け
ま
し
た
。「
か
わ

い
い
ね
ー
ち
い
さ
い
ね
ー
」
と
皆
で
そ
っ
と
摘
み
ま
し
た
。「
虫
は
い
な

い
か
な
？
」
と
子
ど
も
達
は
一
生
懸
命
虫
探
し
を
し
ま
し
た
が
、
虫
に

は
ま
だ
ま
だ
寒
か
っ
た
よ
う
で
、
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。「
次
に
来
た
と
き
は
い
る
か
な
？
」
と
い
う
子
ど
も
達
に
保
育
士
が

「
ま
た
来
よ
う
ね
」と
、
声
を
か
け
る
と
、
残
念
そ
う
に
し
て
い
た
子
も

一
瞬
で
笑
顔
に
変
わ
り
ま
し
た
。

園
に
帰
っ
て
き
て
か
ら
は
、
お
家
の
人
が
作
っ
て
く
れ
た
お
弁
当
を

食
べ
ま
し
た
。
園
庭
に
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
を
敷
い
て
青
空
の
下
で
食

べ
る
お
弁
当
は
格
別
！
「
み
て
み
て
～
」「
お
い
し
い
～
」と
お
家
の
人

の
愛
情
た
っ
ぷ
り
詰
ま
っ
た
お
弁
当
は
、
子
ど
も
達
を
笑
顔
い
っ
ぱ
い

に
し
て
く
れ
ま
し
た
。
帰
り
の
お
迎
え
の
時
に
「
お
べ
ん
と
う
　
お
い

し
か
っ
た
よ
」
と
お
母
さ
ん
に
伝
え
る
子
が
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
子
ど

も
の
姿
を
見
て
、
感
謝
の
心
が
育
っ
て
い
る
こ
と
を
、
と
て
も
う
れ
し

く
思
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
自
然
に
触
れ
て
遊
ぶ
機
会
が
減
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、

子
ど
も
達
は
様
々

な
経
験
を
通
し
て

成
長
し
て
い
き
ま

す
。
一
日
で
も
早

く
子
ど
も
達
が
の

び
の
び
と
自
然
の

中
で
遊
べ
る
日
が

来
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

揖斐川町は、住民の皆さんの子育てを応援しています。
～子育て支援センターの紹介～

　年齢別交流で散歩を楽しんでいます。施設の周りを歩いて、草花に季節を感じたり、川の流れる様子を見　年齢別交流で散歩を楽しんでいます。施設の周りを歩いて、草花に季節を感じたり、川の流れる様子を見
たりしてのんびり歩きました。中島公園にある水車の前を通ると、涼しい風が吹いて気持ちよくて一休みしたりしてのんびり歩きました。中島公園にある水車の前を通ると、涼しい風が吹いて気持ちよくて一休みし
て目的地の「いびがわゆめパークＴｏ・Ｌｅ・Ｍｏ（トゥールモ）」に到着！大型遊具やブランコ、屋根つて目的地の「いびがわゆめパークＴｏ・Ｌｅ・Ｍｏ（トゥールモ）」に到着！大型遊具やブランコ、屋根つ
きの遊び場など、たくさんの遊具に子ども達は大はしゃぎでした。遊具に目移りして走り回る子ども達をきの遊び場など、たくさんの遊具に子ども達は大はしゃぎでした。遊具に目移りして走り回る子ども達を
追いかけるママは大変そうでしたが、思い切り遊んで楽しかったようです。「今度はパパと一緒に来たい追いかけるママは大変そうでしたが、思い切り遊んで楽しかったようです。「今度はパパと一緒に来たい
ね。」と話しながら公園を後にしました。ね。」と話しながら公園を後にしました。

   
花の名前を調べたり、花の名前を調べたり、
写真を撮ったりしなが写真を撮ったりしなが
らのんびり歩きます。らのんびり歩きます。

中島公園で水車を見ながら中島公園で水車を見ながら
休憩中・・・・・休憩中・・・・・

  

たくさんの遊具で時間たくさんの遊具で時間
いっぱい遊びました。いっぱい遊びました。

「
春
見
つ
け
」
に
で
か
け
ま
し
た
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（４月１日付けの係長級以上の異動者と新採用者）令和４年度 揖斐川町人事異動令和４年度 揖斐川町人事異動
氏　名 新　　職 前　　職

参　　　与

高 橋 義 弘 技術参与 （再任用）

部　長　級

木 村 聡 洋 産業建設部長 岐阜県

岩 間 眞 二 会計管理者 産業建設部次長兼上下水道課長

次　長　級

高 橋 宗 徳 総務部　次長兼税務課長 住民福祉部付（次長級）（揖斐広域
連合派遣）

安 江 瑞 穂
住民福祉部　健康福祉課　揖
斐川保健センター　所長（次
長級）

住民福祉部　健康福祉課　揖斐
川保健センター　所長（課長級）

河 瀬 浩 治 産業建設部　次長兼上下水道
課長

総務部　次長兼水源地域ビジョ
ン推進事務所長

今 井 琢 磨 産業建設部　次長兼農林振興
課　森林経営管理室長 岐阜県

矢 野 幸 司 久瀬振興事務所長兼地域振興
課長

産業建設部　次長兼農林振興課
長

課　長　級

久 野 賀 弘 総務部　水源地域ビジョン推
進事務所長

総務部　水源地域ビジョン推進
事務所　課長

土 屋 和 久 総務部　総務課長 総務部　税務課長

竹 山 信 博 総務部　財政課　土地施設総
合管理室長 総務部　財政課　主幹

岩 間 明 宏
住民福祉部　健康福祉課　地
域医療確保対策監兼感染症対
策監

（再任用）

三 島 晃 照
住民福祉部　健康福祉課付

（課長級）（揖斐川町社会福祉
協議会派遣）

（再任用）

松 井 孝 二 産業建設部　建設課長 総務部　総務課長

橋 本 眞 澄 産業建設部　上下水道課　公
営企業対策監 （再任用）

藤 原 　 弘 産業建設部　農林振興課長 春日振興事務所長心得兼地域振
興課長

古 野 利 仁
産業建設部　農林振興課付

（課長級）（揖斐郡森林組合派
遣）

（再任用）

坂 下 久 幸 議会事務局長 （再任用）

井 上 　 誠 教育委員会　学校教育課長 岐阜県

岡 部 治 久 谷汲振興事務所長兼地域振興
課長

谷汲振興事務所長心得兼地域振
興課長

小 寺 淳 一 春日振興事務所長兼地域振興
課長

藤橋振興事務所　地域振興課　
主幹

馬 渕 真 二 藤橋振興事務所長兼地域振興
課長 産業建設部　建設課　主幹

上 田 　 憲 坂内振興事務所長兼地域振興
課長 総務部　税務課　主幹

中 川 正 志 住民福祉部　健康福祉課付
（課長級）（揖斐広域連合派遣）

坂内振興事務所長心得兼地域振
興課長

主　幹　級

野 原 晶 子 住民福祉部　健康福祉課　揖
斐川保健センター　主幹

住民福祉部　健康福祉課　揖斐
川保健センター　課長補佐

高　橋　富士夫 産業建設部　上下水道課　主
幹

産業建設部　上下水道課　課長
補佐

松 久 秀 紀 教育委員会　社会教育課　揖
斐川健康広場　主幹

教育委員会　社会教育課　課長
補佐

北 野 嘉 樹 久瀬振興事務所　地域振興課　
主幹

久瀬振興事務所　地域振興課　
課長補佐

河 瀬 隆 子 住民福祉部　いび幼児園　園
長（主幹）

住民福祉部　きよみず幼児園　
園長（課長補佐）

氏　名 新　　職 前　　職
課長補佐級

永 井 和 直 総務部　税務課　課長補佐 産業建設部　上下水道課　課
長補佐

坪 井 公 師 総務部　税務課（住民福祉部　
健康福祉課兼務）　課長補佐

住民福祉部　住民生活課（健
康福祉課兼務）　課長補佐

中 川 正 典 住民福祉部　住民生活課　課
長補佐

住民福祉部　住民生活課　係
長

森 本 幸 晴 住民福祉部　住民生活課　課
長補佐 （再任用）

高 橋 真 紀 住民福祉部　健康福祉課　課
長補佐

住民福祉部　健康福祉課　係
長

林 　 裕 子 住民福祉部　健康福祉課　揖
斐川保健センター　課長補佐

住民福祉部　健康福祉課　揖
斐川保健センター　係長

松 野 興 伸 住民福祉部　健康福祉課　揖
斐川保健センター　課長補佐 （再任用）

浅 野 広 光 産業建設部　建設課　課長補
佐 産業建設部　建設課　係長

河 本 太 一 産業建設部　上下水道課　課
長補佐

産業建設部　上下水道課　係
長

古 野 清 明 産業建設部　上下水道課　課
長補佐 総務部　税務課　課長補佐

山 本 大 貴 産業建設部　商工観光課　課
長補佐

谷汲振興事務所　地域振興課　
係長

小 森 成 裕 会計課　課長補佐 会計課　係長

高 橋 茂 盛 教育委員会　学校教育課　学
校給食センター所長 （再任用）

林 　 宏 昭 教育委員会　社会教育課　課
長補佐

教育委員会　社会教育課　係
長

松 波 好 和 教育委員会　社会教育課　地
域交流センター　課長補佐 （再任用）

堀 　 　 　 篤 坂内振興事務所　地域振興課　
課長補佐

坂内振興事務所　地域振興課　
係長

田 中 千 佳
住民福祉部　健康福祉課付

（課長補佐級）（揖斐広域連合
派遣）

住民福祉部　健康福祉課付
（係長級）（揖斐広域連合派遣）

長 尾 知 香 住民福祉部　きよみず幼児園　
園長（課長補佐）

住民福祉部　くぜ幼児園　園
長（課長補佐）

宗 宮 弥 生 住民福祉部　かすが幼児園　
園長（課長補佐）

住民福祉部　かすが幼児園　
園長心得（係長）

林 　 幸 世
住民福祉部　子ども家庭総合
支援拠点施設　保育士（課長
補佐）

住民福祉部　子育て支援セン
ター　保育士（課長補佐）

係　長　級

松 尾 和 由 総務部　財政課　土地施設総
合管理室　係長

産業建設部　商工観光課　係
長

瀬 川 泰 子 住民福祉部　住民生活課　係
長

住民福祉部　住民生活課　主
査

松　原　由美子 住民福祉部　健康福祉課　係
長

教育委員会　社会教育課　地
域交流センター　係長

神 原 誠 司 住民福祉部　健康福祉課　係
長

住民福祉部　子育て支援課　
係長

深 尾 恵 美 住民福祉部　健康福祉課　揖
斐川保健センター　係長

住民福祉部　健康福祉課　係
長

立 木 秀 和 産業建設部　建設課　係長 教育委員会　学校教育課　係
長

河 村 里 奈 産業建設部　建設課　係長 産業建設部　上下水道課　係
長

宮 腰 美 和 教育委員会　社会教育課　係
長

住民福祉部　健康福祉課　係
長

新　採　用

荒 巻 祐 介 総務部　税務課　主事

野 田 葉 月 住民福祉部　住民生活課　主
事

渡 邉 知 博 住民福祉部　子育て支援課　
主事

橋 本 大 瑚 産業建設部　農林振興課　主
事

小 谷 孔 希 産業建設部　商工観光課　主
事

岩　間　ゆりか 会計課　主事

山 川 大 季 教育委員会　学校教育課　主
事

藤 原 麻 祐 住民福祉部　やまと・きたが
た幼児園　保育士（主事）

児 島 伽 奈 住民福祉部　いび幼児園　保
育士（主事）
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令和４年度　揖斐川町行政組織図
部・局 課 室等 担当業務

政策広報課 総合計画、地方創生、ふるさと寄附金、公共交通、広報誌
ホームページ、統計調査、移住定住、地域づくり　など

デジタル推進室 自治体のデジタル化、高度情報化、ネットワーク管理
など

水源地域推進ビ
ジョン推進事務所

公有地化事務、生命の水と森の活動センター事業
電源立地対策交付金、藤橋城、徳山会館　など

土地施設総合管
理室

町有財産（土地・建物・工作物）の総括管理
施設の利活用・除却、財産処分、土地開発基金　など

総　務　部 財　政　課 予算編成、地方交付税、町債、基金、公会計、財政計画
庁舎管理、入札・契約、財産区　など

総　務　課 人事給与、職員管理、消防・防災、防犯、防災行政無線
交通安全、情報公開、地域自治組織、選挙管理員会　など

税　務　課 町県民税・軽自動車税・固定資産税ほか税に関すること
町税の賦課徴収（国民健康保険税の徴収）　など

住民生活課 戸籍など窓口証明、国民健康保険、国民年金、福祉医療
後期高齢者医療、廃棄物処理、リサイクル対策、環境美化　など

町　長 副町長 住民福祉部 健康福祉課 障がい者（児）福祉、高齢者福祉、精神保健福祉、生活保護
民生委員・児童委員、介護保険、地域包括支援センター　など

保健センター 各種健診、予防接種、母子保健、子育て世代包括支援センター
診療所運営、健康づくり、新型コロナ予防接種　など

子育て支援課 児童福祉、児童手当、子育て支援、児童発達支援
幼児園の管理運営、子育て支援センター　など

建　設　課 道路・河川整備、災害復旧、町営住宅、公園管理、建築物申請
都市計画、道路・河川占用、空き家の適正管理　など

産業建設部 上下水道課 上下水道施設の維持管理、水質保全、料金徴収　など

農林振興課 農業振興、農業委員会、畜産振興、土地改良、治山事業
水産業、林道事業、災害復旧　など

森林経営管理室 鳥獣被害防止、林業振興、森林管理、森林計画事業
鳥獣保護・狩猟、ジビエ、木育推進　など

商工観光課 商工業の振興、企業誘致・個業誘致、消費者行政、観光戦略
財団・第三セクター、海外戦略、観光イベント　など

振興事務所 地域振興課 住民票など窓口証明、消防・防災、施設管理
介護保険など各種申請等の受付　など

会計管理者 会　計　課 現金及び有価証券の出納・保管に関すること、町内用度
証拠書類の保管　など

教育委員会 教育長 教育部局 学校教育課 学校教育に関すること、通学区域の設置および変更
学校給食に関すること（給食センター）　など

社会教育課 生涯学習、青少年教育、公民館・図書館の管理運営、文化財
文化芸術振興、生涯スポーツ、いびがわマラソン　など

議　会 議会事務局 揖斐川町議会に関すること
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　ホームタウンデーとは、試合会場で町のPRや特産品の販売などを実施し、来場される大勢のサポーターの皆
さんへ地域の魅力を発信するイベントです。屋台村では揖斐川町のご当地グッズやグルメなども味わうことがで
きます。また、スタジアムでは様々なイベントも実施される予定ですので、この機会にぜひお越しください。

を応援しよう！
揖斐川町ホームタウンデー  ５月１５日(日)  開催!!

ＦＣ岐阜  VS  SC相模原

揖斐川町役場窓口でのチケット配布は行いませんのでご了承ください。
観戦には「ゾーン指定（招待）」のQRチケットの発券が必要となります。
チケットに関するお問い合わせは、岐阜フットボールクラブ（TEL：058-231-6811）へお願いします。
※新型コロナウイルス感染状況により、延期や中止となる場合があります。

先着500名を無料でご招待！
～「感動を共にチケット」（ともチケ）のご案内～

　ホームタウンデー特典として、町内にお住まい
の方先着500名を無料でご招待します。観戦をご
希望の方は、FC岐阜公式ホームページまたはQR
コードよりお申し込みいただいたのち、試合当日
「チケットブース」にてチケットの引換を行って
ください。

【ともチケQRコード】

小学生以下限定！
全ホーム戦観戦無料！

～年間パスポート（夢パス）のご案内～

　県内の小学生以下のお子様は、FC岐阜全ホー
ム戦を無料で観戦していただけます。ご希望の方
は、FC岐阜公式ホームページまたはQRコードよ
り「夢パス申込フォーム」にてお申し込みいただ
いたのち、試合当日「夢パスブース」にてチケッ
トの引換を行ってください。

【夢パスQRコード】

会場：長良川競技場　　一般入場開始：17時45分（予定）　キックオフ：19時

有 料 広 告 欄

有

料

広

告
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互
交
流
４
年
目
で
す
！

今
年
度
よ
り
北
海
道
芽
室
町
へ
派
遣
と

な
り
ま
し
た
、
野
原
佑
斗
で
す
。

芽
室
町
は
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
生
産
量
日

本
一
の
町
と
し
て
有
名
で
、
自
然
豊
か
で

食
べ
物
が
美
味
し
い
町
で
す
。
町
と
し
て

も
様
々
な
交
流
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
身

近
に
感
じ
ら
れ
る
町
で
す
。

こ
の
度
、
芽
室
町
で
働
け
る
機
会
を
い

た
だ
け
、
大
変
嬉
し
い
限
り
で
す
。
仕
事

や
私
生
活
に
お
い
て
の
人
と
の
出
会
い
や

経
験
の
中
で
、
揖
斐
川
町
と
は
ま
っ
た
く

異
な
る
自
然
、
産
業
、
文
化
の
楽
し
さ
、

奥
深
さ
を
た
っ
ぷ
り
と
感
じ
ら
れ
る
一
年

に
な
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
芽
室
町
に

し
か
な
い
魅
力
を
積
極
的
に
発
見
し
、
揖

斐
川
町
の
皆
さ
ん
に
も
お
伝
え
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

ま
た
、
離
れ
た
土
地
か
ら
揖
斐
川
町
を

見
つ
め
直
す
こ
と
で
、魅
力
を
再
認
識
し
、

郷
土
愛
を
深
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
ま
で
の
派
遣
職
員
の
取
組
み
を
受
け

継
ぎ
、
両
町
の
交
流
の
更
な
る
活
性
化
の

一
助
と
な
れ
る

よ
う
、
両
町
の

人
た
ち
と
力
を

合
わ
せ
て
、
精

一
杯
頑
張
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。（

芽
室
町
農
林
課
　
野
原
）

だ
よ
り

だ
よ
り

芽

室

町

友
好
都
市
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各
種
手
当
の
額
が
変
わ
り
ま
す

今
年
１
月
21
日
に
公
表
さ
れ
た
２
０
２
１

年
全
国
消
費
者
物
価
指
数
の
実
績
値（
対
前

年
比
▲
０
．
２
％
）
に
基
づ
き
令
和
４
年
度

の
各
種
手
当
額
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

手当の種類 令和３年度（月額） 令和４年度（月額）
児童扶養手当（全部支給） 43,160 円 43,070 円

児童扶養手当（一部支給） 43,150 円～
10,180 円

43,060 円～
10,160 円

特別児童扶養手当（１級） 52,500 円 52,400 円
特別児童扶養手当（２級） 34,970 円 34,900 円
特別障害者手当 27,350 円 27,300 円
障害児福祉手当 14,880 円 14,850 円
福祉手当（経過措置分） 14,880 円 14,850 円

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
健
康
福
祉
課

子
育
て
支
援
課

℡
２
２
‒
２
１
１
１

令和４年度犬の登録と狂犬病予防接種集合注射のおしらせ
（春日・久瀬・藤橋・坂内地区）

狂犬病予防法により、飼い犬には生涯１回の登録と年１回の狂犬病予防注射の接種が義務づけられています。
揖斐川町では、次の日程で犬の登録と狂犬病予防注射を実施しますので、最寄りの会場で受けてください。現在、
台帳に登録されている飼い主の方には、別途ハガキでご案内しますので、当日必ずご持参ください。
■対象犬	 生後91日以上の全ての犬（室内犬、小型犬問わず）
■料　金	 新規登録　１頭あたり　6,200円（新規登録料：3,000円＋注射料金：3,200円）
	 登録済犬　１頭あたり　3,200円（注射代2,650円+注射済票発行手数料550円）
【注意事項】
◎飼い主・住所など登録事項の変更や、犬が死亡したときは、変更届等を提出してください。
　鑑札・注射済票をお持ちの上、揖斐川町役場住民生活課または各振興事務所地域振興課までお越しください。
◎狂犬病予防注射の会場などでのフンは、飼い主が始末してください。
◎新型コロナウィルス感染予防のため、会場へ来られる前に検温を行い、会場ではマスクの着用をお願いいたします。

地域 月　日 実 施 場 所 実 施 時 間

春
　
　
　
日

5月23日
（月）

滝集会所付近 10：00～10：15

樫多目的集会所付近 10：20～10：25

上ヶ流製茶工場前 10：30～10：40

下ヶ流多目的集会所前 10：45～11：05

香六班消防車庫前 11：10～11：25

春日公民館前 11：30～11：45

高齢者
コミュニティセンター前 13：00～13：25

旧近鉄中山バス停付近 13：35～13：40

揖斐川町ふれあいバス
初若停留所付近 13：50～13：55

揖斐川町ふれあいバス
古屋停留所付近 14：00～14：05

春日振興事務所前 14：20～14：30

地域 月　日 実 施 場 所 実 施 時 間

久
　
　
　
瀬

5月24日
（火）

公正公民館前 10：00～10：30

大西精工前（樒平） 10：35～10：45

外津汲集会場前 10：50～11：00

日坂公民館前 11：20～11：35
樫原集会所前

（森下・九戸坂） 11：50～12：00

小津公民館前 13：30～14：00

久瀬振興事務所前 14：10～14：30

坂
　
　
内

5月25日
（水）

諸家三叉路 10：00～10：15

坂内生活改善センター前 10：30～10：40

川上集会場前 11：00～11：15

広瀬集会所前 11：30～12：00

藤
橋

5月25日
（水） 藤橋振興事務所１階駐車場 13：15～13：40

※登録者への案内ハガキは、注射日の２週間ほど前に発送します。ハガキの内容をお確かめの上、お越しください。
※動物病院で注射を打つ場合でも、病院にハガキをご持参ください。

【お問い合せ】
　揖斐川町役場 住民生活課　　℡２２- ２１１１　　春日振興事務所 地域振興課　℡５７- ２１１１
　久瀬振興事務所 地域振興課　℡５４- ２１１１　　藤橋振興事務所 地域振興課　℡５２- ２１１１
　坂内振興事務所 地域振興課　℡５３- ２１１１
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揖
斐
川
町
職
員
を
募
集
し
ま
す

【
令
和
５
年
度
採
用
】

揖
斐
川
町
で
は
次
の
と
お
り
職
員
を
募
集

し
ま
す
。

一
般
行
政
（
大
学
卒
業
程
度
）

■
応
募
資
格

令
和
５
年
４
月
１
日
現
在
に
お
い
て
満
30

歳
以
下
の
方
で
、
大
学
を
卒
業
ま
た
は
令
和

５
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
方

一
般
行
政
（
短
大
卒
業
程
度
）

■
応
募
資
格

令
和
５
年
４
月
１
日
現
在
に
お
い
て
満
30

歳
以
下
の
方
で
、
短
期
大
学
を
卒
業
ま
た
は

令
和
５
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
方

保
育
士

■
応
募
資
格

令
和
５
年
４
月
１
日
現
在
に
お
い
て
満
50

歳
以
下
の
方
で
、
保
育
士
と
な
る
資
格
を
有

し
、
保
育
士
登
録
簿
に
登
録
し
た
方
、
ま
た

は
令
和
４
年
度
内
に
そ
の
登
録
見
込
み
の
方

保
健
師

■
応
募
資
格

令
和
５
年
４
月
１
日
現
在
に
お
い
て
満
30

歳
以
下
の
方
で
、
保
健
師
の
資
格
を
有
す
る

方
、
ま
た
は
令
和
４
年
度
内
に
資
格
取
得
見

込
み
の
方

■
募
集
人
員　
い
ず
れ
も
若
干
名

■
受
付
期
間

４
月
26
日（
火
）
～
５
月
31
日（
火
）

■
１
次
試
験

・
日
時　

７
月
10
日（
日
）

・
場
所　

岐
阜
県
立
加
納
高
等
学
校

・
内
容　

教
養
試
験
、
事
務
適
正
検
査
ほ
か

■
１
次
試
験
発
表　
８
月
上
旬（
予
定
）

■
２
次
試
験　
　
　

・
日
時　

８
月
下
旬（
予
定
）

・
内
容　

個
別
面
接
試
験
、
集
団
面
接
試
験

	

論
文
試
験

■
最
終
合
格
発
表　
９
月
下
旬（
予
定
）

■
応
募
方
法

受
付
期
間
中
に
次
の
書
類
を
役
場
総
務
課

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
試
験
申
込
書（
役
場
総
務
課
備
え
付
け
）

・
履
歴
書（
Ａ
３
サ
イ
ズ
の
市
販
の
履
歴
書

を
用
い
、
カ
ラ
ー
写
真
を
貼
付
）

・
卒
業（
見
込
）
証
明
書

・
成
績
証
明
書（
最
終
学
歴
）

・
有
資
格
者
の
場
合
は
免
許
証
等
の
写
し

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
総
務
課

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
１
２
１
）

  

令
和
４
年
度
留
守
家
庭
児
童
教
室

（
夏
休
み
期
間
）
の
入
室
申
請
に
つ
い
て

令
和
４
年
度
留
守
家
庭
児
童
教
室（
夏
休

み
期
間
）
へ
の
入
室
を
希
望
さ
れ
る
保
護
者

の
方
は
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
児
童

町
内
在
住
の
小
学
校
一
年
生
～
六
年
生
の

児
童
の
内
、
保
護
者
の
就
労
等
の
事
情
で
、

昼
間
に
児
童
の
面
倒
を
見
る
こ
と
が
出
来
な

い
家
庭
の
児
童
で
、
左
記
要
件
を
全
て
満
た

し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
月
に
15
日
以
上
就
労
等
し
て
い
る
こ
と

②
就
労
等
に
よ
り
保
護
者（
祖
父
母
等
含
む
）

が
昼
間
留
守（
概
ね
８
時
～
15
時
以
降
ま

で
）
と
な
る
児
童
で
開
設
場
所
ま
で
児
童

を
送
迎
で
き
る
家
庭

■
開
室
期
間
・
時
間　

７
月
21
日（
木
）
～
８
月
26
日（
金
）

８
時
～
18
時（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

■
利
用
料
金

・
利
用
料　

９
，
０
０
０
円

・
保
険
料　

３
０
０
円

・
利
用
料
、
保
険
料
は
８
月
31
日
に
口
座
振

替
し
ま
す
。

・
別
途「
お
や
つ
代
」
が
必
要
で
す

■
申
請
お
よ
び
提
出
方
法

①
入
室
希
望
者
…
子
育
て
支
援
課

窓
口
ま
た
は
各
留
守
家
庭
児
童
教
室
で
申

請
書
類
を
入
手
い
た
だ
き
、
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
役
場
子
育
て
支
援
課
窓
口
へ
提
出

②
既
入
室
者
…
別
途
各
教
室
を
通
じ
入
室
希

望
調
査
を
行
う
た
め
、
申
請
は
不
要

■
受
付
期
間

５
月
16
日（
月
）
～
５
月
23
日（
月
）

８
時
30
分
～
17
時
15
分

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

■
そ
の
他

毎
年
夏
休
み
期
間
の
み
開
設
す
る
春
日
小

学
校
内
で
の
留
守
家
庭
児
童
教
室
に
つ
い
て

は
、
別
途
ご
案
内
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
子
育
て
支
援
課

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
２
４
１
）

 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
お
仕
事
の
受
付

自
分
で
は
無
理
だ
が
プ
ロ
に
頼
む
ま
で
も

な
い
仕
事
な
ど
、
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
ま
ず
は
お
電
話
に
て
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

（
仕
事
例
）

＊
草
刈
り
・
草
取
り

＊
襖
・
障
子
・
網
戸
張
り　

＊
庭
木
剪
定

＊
資
源
ゴ
ミ
等
の
分
別

＊
病
院
等
の
付
き
添
い　
　

＊
家
事
援
助（
洗
濯
、
掃
除
、
窓
拭
き
、
食

事
作
り
、
買
い
物
、
片
付
け
等
）　

＊
軽
作
業

＊
社
内
清
掃　

そ
の
他
の
仕
事
も
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
会
員
募
集

２
月
～
３
月
に
町
内
各
地
で
令
和
４
年
度

の
会
員
登
録
会
を
行
い
ま
し
た
。登
録
後
は
、

町
内
の
家
庭
や
企
業
か
ら
の
依
頼
に
、
得
意

な
分
野
で
就
業
し
、ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
す
。

特
に
春
か
ら
秋
に
か
け
て
の
草
刈
り
や
、
秋

冬
の
庭
木
の
剪
定
の
ご
依
頼
が
多
く
、
対
応

で
き
る
会
員
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
町
内
在

住
で
60
歳
以
上
の
健
康
な
方
な
ら
ど
な
た
で

も
ご
登
録
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ

る
方
は『
事
業
お
よ
び
入
会
説
明
会
』
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

■
今
月
の
事
業
お
よ
び
入
会
説
明
会

５
月
10
日（
火
）、
25
日（
水
）　

10
時
開
始（
約
１
時
間
）

※
要
予
約

【
お
問
い
合
せ
】

　
（
公
社
）揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

℡
２
３
‒
０
９
０
７
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起
業
・
新
た
な
分
野
に
進
出
す
る

事
業
者
を
応
援
し
ま
す

令
和
４
年
４
月
か
ら
、
揖
斐
川
町
内
で
起

業
ま
た
は
新
た
な
分
野
に
進
出
す
る
事
業
者

に
対
し
、
次
の
補
助
事
業
を
新
た
に
開
始
し

ま
す
。

■
揖
斐
川
町
事
業
所
改
修
等
奨
励
金

・
事
業
所
を
新
築
し
た
経
費
の
２
分
の
１

	

上
限
１
０
０
万
円

・
事
業
所
を
改
修
ま
た
は
空
き
家
を
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
経
費
の
２
分
の
１

	

上
限
50
万
円

※
令
和
４
年
４
月
１
日
以
降
に
完
成
し
た
事

業
所
が
対
象
で
す
。

■
揖
斐
川
町
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業

　
支
援
補
助
金

岐
阜
県
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
支
援
補
助

金
の
交
付
を
受
け
た
事
業
所
に
対
し
、

・
県
交
付
決
定
額
の
２
分
の
１

　

上
限
１
０
０
万
円

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
商
工
観
光
課

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
３
６
１
）

 

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

①
緑
ヶ
丘
住
宅　
２
戸

・
住　
　

所	

揖
斐
川
町
和
田
３
８
６
番
地

・
建
設
年
度	

昭
和
60
年
度

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

・
駐
車
場　

１
台

・
家　
　

賃	

１
６
，
２
０
０
円
～

・
そ
の
他	

浴
槽
、
風
呂
が
ま
は
入
居
者

の
持
ち
込
み
に
な
り
ま
す
。

②
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
長
瀬　
２
戸

・
住　
　

所	

揖
斐
川
町
谷
汲
長
瀬
９
２
９

番
地

・
建
設
年
度	

平
成
７
年
度

・
木
造
２
階
建　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

・
駐
車
場	

２
台

・
家　
　

賃	

２
９
，
８
０
０
円
～

■
敷　
　
金　
家
賃
の
３
か
月
分

■
入
居
条
件

・
現
在
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族（
婚
約
者
含
む
）
が
あ
る
こ
と
。

・
市
町
村
民
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
納
付

金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

・
家
賃
の
ほ
か
に
共
益
費（
下
水
の
使
用
料
・

	

共
用
部
分
の
電
気
料
な
ど
）
が
必
要
で
す
。

・
所
得
条
件
あ
り

※
詳
し
く
は
窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間

５
月
２
日（
月
）
～
５
月
16
日（
月
）

※
土
日
祝
日
を
除
く

■
入
居
予
定
日　

６
月
下
旬
を
予
定

③
島
住
宅
お
よ
び
春
日
・
久
瀬
・
藤
橋
・
坂

内
地
域
内
の
各
町
営
住
宅
は
、
随
時
募
集

を
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
３
１
６
）

 

揖
斐
川
町
飼
い
主
不
明
な
猫
お
よ
び

多
頭
飼
育
猫
の
不
妊
手
術
費
補
助

事
業
に
つ
い
て

令
和
４
年
度
よ
り
、
飼
い
主
不
明
な
猫
お

よ
び
多
頭
飼
育
猫
の
不
妊
手
術
に
対
し
て
補

助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

■
目
的

飼
い
主
不
明
な
猫
お
よ
び
多
頭
飼
育
さ
れ

て
い
る
猫
の
増
加
を
抑
制
す
る
こ
と
に
よ
り
、

町
民
の
快
適
な
生
活
環
境
を
保
持
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
飼
い
主
不
明
な
猫
お
よ
び

多
頭
飼
育
猫
の
不
妊
手
術
費
に
対
し
、
予
算

の
範
囲
内
に
お
い
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
受
付
期
間

当
該
年
度
の
４
月
１
日
か
ら
１
月
31
日

（
年
度
内
に
手
術
を
終
え
る
必
要
が
あ
る
た
め
）

※
補
助
金
受
付
額
が
予
算
額
に
達
し
た
場
合

は
、
そ
の
時
点
で
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

■
補
助
金
の
交
付
対
象

町
内
に
住
所
を
有
す
る
者
が
生
後
６
か
月

以
上
の
飼
い
主
不
明
な
猫
お
よ
び
多
頭
飼
育

猫
の
不
妊
手
術
お
よ
び
識
別
処
理（
併
せ
て

不
妊
手
術
等
と
い
う
）
を
動
物
病
院
に
お
い

て
実
施
し
た
場
合
に
交
付
し
ま
す
。

※
生
後
６
か
月
で
あ
る
こ
と
の
目
安
は
、
永
久

歯
が
生
え
そ
ろ
い
、
ほ
ぼ
お
と
な
の
大
き
さ

の
猫
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

※
「
多
頭
飼
育
猫
」
と
は
、
保
健
所
に
「
多
頭

飼
育
届
出
書
」
が
提
出
さ
れ
て
い
る
飼
い
猫

を
指
し
ま
す
（
詳
細
は
揖
斐
川
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
犬
・
猫
を
多

頭
飼
育
す
る
方
の
届
出
制
度
」
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
）。

■
補
助
金
額

不
妊
手
術
を
実
施
し
た
猫
１
匹
に
つ
き

①
避
妊
手
術（
メ
ス
）　

４
，
０
０
０
円

②
去
勢
手
術（
オ
ス
）　

３
，
０
０
０
円

※
た
だ
し
、
支
払
っ
た
手
術
費
用
の
額
が
上
記

の
金
額
を
下
回
る
場
合
は
、
支
払
っ
た
額
と

し
ま
す
。

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

◎
交
付
申
請
書
を
提
出
す
る
と
き

①
身
分
を
確
認
で
き
る
も
の
の
写
し（
運
転

免
許
証
、
保
険
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
等
）

②
不
妊
手
術
等
を
受
け
る
前
の
対
象
猫
の
全

体
像
を
判
別
で
き
る
写
真

◎
実
績
報
告
書
・
請
求
書
を
提
出
す
る
と
き

①
不
妊
手
術
等
に
係
る
領
収
書
の
写
し（
交

付
決
定
者
宛
て
の
も
の
に
限
る
）

②
不
妊
手
術
等
を
受
け
た
後
の
対
象
猫
の
全

体
像
を
判
別
で
き
る
写
真

③
不
妊
手
術
等
を
受
け
た
後
の
対
象
猫
の
識

別
処
置
部
分（
Ｖ
字
カ
ッ
ト
部
分
）
を
判

別
で
き
る
写
真

■
注
意
点

・「
交
付
申
請
書
」
は
手
術
を
す
る
前
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
手
術
は
補
助
金
の
交
付
決
定
日
か
ら
６
週

間
以
内
に
施
術
し
て
く
だ
さ
い
。

・
手
術
が
で
き
な
い
場
合
は
、「
申
請
取
下
書
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
郵
送
に
よ
る
申
請
等
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
住
民
生
活
課

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
２
２
１
）



2022. 5  Public Information IBIGAWA 26

寿
長
ご

さ
ん

3
月
の

廣
ひろ

瀬
せ

　千
ち

代
よ

 さん
100歳（東横山）

髙
たか

橋
はし

　ふみゑ さん
95歳（東横山）

寺
てら

内
うち

　てるを さん
95歳（谷汲長瀬）

弓
ゆ

削
げ

　正
まさ

子
こ

 さん
95歳（清水）

豊
とよ

田
だ

　タマエ さん
95歳（坂内広瀬）

宮
みや

川
がわ

　きみ子
こ

 さん
95歳（北方）

こ
の
度
、
次
の
方
が
長
寿
者
褒
賞
を

受
け
ら
れ
、
長
寿
の
お
祝
い
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長
生
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※
次
の
方
は
、
お
名
前
の
み
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
小こ

森も
り

　
さ
わ
ゑえ（
上
南
方
）
95
歳

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

★
企
画
展「
端
午
の
節
句
展
」
好
評
開
催
中

５
月
８
日
ま
で
端
午
の
節
句
に
ち
な
ん
だ

鯉
の
ぼ
り
や
五
月
人
形
、
掛
軸
な
ど
を
展
示

し
て
い
ま
す
。

お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ

さ
い
。

■
会　
場　
第
二
展
示
室

★
企
画
展「
薔
薇
展
」
好
評
開
催
中

５
月
８
日
ま
で
揖
斐
に
ゆ
か
り
の
あ
る
画

家
の
薔
薇
に
関
す
る
作
品
を
展
示
す
る
企
画

展
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
期
間
中
に
は
小
林
善
帆
氏
に
よ
る

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
会　
場　
第
一
展
示
室

■
講
演
会　
「
い
け
花
の
歴
史
と

	

揖
斐
川
町
の
関
わ
り
」

・
講
師　

小
林
善
帆
氏

	

　

立
命
館
大
学
客
員
研
究
員

	

　

国
際
い
け
花
学
会
参
与

・
日
時　

５
月
１
日（
日
）
14
時
～

・
定
員　

30
名　

	

要
予
約（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

・
会
場　

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
研
修
棟

★
企
画
展

　
「
増
山
た
づ
子
里
帰
り
展
」
の
ご
案
内

昨
年
、
東
京
都
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た「
Ｗ

ａ
ｌ
ｌ
ｓ
＆
Ｂ
ｒ
ｉ
ｄ
ｇ
ｅ
ｓ
壁
は
橋
に
な

る
」
の
様
子
と
未
公
開
作
品
を
展
示
す
る
企

画
展
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
期
間
中
に
は
野
部
博
子
氏
に
よ
る

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
開
催
し
ま
す
。

■
会
場　
第
一
展
示
室

■
期
間　
５
月
28
日（
土
）～
６
月
26
日（
日
）

■
増
山
た
づ
子
里
帰
り
展

�

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

・
講
師　

野
部
博
子
氏

	
	

（
増
山
た
づ
子
の
遺
志
を
継
ぐ
館
）

・
日
時　

６
月
12
日（
日
）
14
時
～

・
会
場　

第
一
展
示
室

▲�増山たづ子氏撮影写真

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館　

℡
２
２
‒
５
３
７
３
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快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

岐
阜
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

自
動
車
税
種
別
割
の
納
期
限
は
５
月
31
日

（
火
）
で
す
。
必
ず
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま

し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
自
動
車
税
種
別
割
の
納
税
通
知

書（
５
月
６
日
発
送
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

　

岐
阜
県
自
動
車
税
事
務
所

　

℡
０
５
８
‒
２
７
９
‒
３
７
８
１

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す

　

国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
で
は
、
河

川
愛
護
思
想
の
普
及
啓
発
を
図
る
た
め
、
河

川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
を
５
名
程
度
委
嘱
し
て
い

ま
す
。

■
募
集
期
間

　

５
月
９
日（
月
）
～
13
日（
金
）

■
応
募
資
格

　

20
歳
以
上
で
木
曽
川
上
流
河
川
事
務
所
管

内
の
河
川（
木
曽
川
、
長
良
川
、
揖
斐
川
、

牧
田
川
、
杭
瀬
川
、
根
尾
川
）
の
近
隣
に
お

住
い
の
方

■
委
嘱
期
間

　

令
和
４
年
７
月
１
日
～

　

令
和
５
年
６
月
30
日（
予
定
）

【
お
問
い
合
せ
】

　

国
土
交
通
省
木
曽
川
上
流
河
川
事
務
所

　

℡
０
５
８
‒
２
５
１
‒
１
３
２
６

　岐阜県内でニセ電話詐欺が依然として多発する中、揖斐郡内では『パソコンウイルスの除去名目』
での架空請求被害に遭う事案が複数発生しており、次のような状況が確認されています。

①パソコンでインターネットを利用中、突然『ウイルス感染』の表示が出る。
②大手パソコンメーカー等を模倣した、偽のサポートセンターに電話で連絡するよう表示される。
③ 電話すると、指示通りに操作するように言われ、アプリケーション（遠隔操作用）をインストー

ルさせられる。
④ 遠隔操作の状態で、あたかもウイルス感染しているかのような画面が表示され、『ウイルス除去

費用』名目でプリペイドカード等の購入の指示をされる。
⑤ プリペイドカードをコンビニ店等で購入し、カードに記載の番号を読み上げるまたは写真撮影す

るなどして、サポートセンターに伝えるよう指示される。
⑥ 『この番号は無効』『もう一度購入して下さい』等との説明により、複数枚数のプリペイドカー

ド購入を指示される。
…以後被害者が購入をやめるまで、購入店舗を変える繰り返し

　詐欺グループは、
　・パソコンの利用履歴を人に知られたくない（アダルトサイト等）
　・少額のお金で解決が出来るなら、直ぐに解決してパソコンをまた使いたい
という被害者の心境に付けこみ、被害者が誰にも相談させないように仕向けているため、現状警察が
把握する以上に多く、高額の被害が発生しているものと思われます。

　被害状況を例示しましたが、実際にパソコンがウイルス感染している事例は少なく、
〇 偽サポートセンターへの連絡時に、氏名・住所・連絡先などの個人情報や各種サービスのID・パ

スワード等教えてしまうこと
〇 遠隔操作アプリケーションのインストールによるパソコンの乗っ取り

により、さらなる被害に拡大する恐れがあります。

　万が一、ウイルス感染したと画面表示が出ても、
　●慌てずにブラウザを閉じ、パソコンを再起動する
　●家族やパソコンに詳しい人、警察に相談する
　●表示された電話番号には電話せず、個人情報は伝えない
ことで被害防止をお願いします。

揖斐警察署からのお知らせ ～パソコンサポート詐欺にご用心～
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公 務 員 合 同 説 明 会 案 内

男女共同参画ってなんだっけ？ 岐阜県
ワーク・ライフ・
バランス推進企業

№7

　岐阜県では、仕事と家庭の両立支援に取り組む企業・団体を「岐阜県ワーク・ライフ・バランス推
進企業」として登録しています。県内に本社または事業所があれば、どなたでも登録できます。登録
すると次のようなメリットがあります！

●登録証の発行　　●企業・従業員への金利優遇措置
●社用車、事務所で使えるシンボルマークのステッカー配布
●中小企業資金融資制度の利用　　●企業イメージ向上
●県建設工事の入札参加資格における主観点数の加点　　

　登録は簡単な届出書を提出するだけで、登録料もかかりません。制度を利用し
て、企業内のワーク・ライフ・バランスの推進に取り組みましょう。

　さらに、「岐阜県ワーク・ライフ・バランス推進企業」の中で、特に優良な取組みや他社の模範と
なる独自の取組みを行う企業が「岐阜県ワーク・ライフ・バランス推進エクセレント企業」として認
定される制度があります。
　こちらにも、認定証やのぼり旗・シンボルマークの提供、それらを利用した企業PRや求人への活
用、県やマスコミによるPRなどのメリットがあります。なにより、エクセレント企業になることで、
次のような声があがっています。

●社員の自覚が高まり、仕事に意欲的な社員が増えた
●子育て支援重視企業としてPRでき、女性社員の確保につながった
●新聞掲載やテレビ番組の反響で、会社の知名度があがった

　認定申請には条件があり、毎年5月上旬頃に募集が開始されます。また、認定に
向けた支援制度や説明会もあります。相談は随時受け付けていますので、お気軽
にお問合せください。

相談先：岐阜県 健康福祉部 子ども・女性局
　　　　男女共同参画・女性の活躍推進課 企画係   058-272-8237（直通）

　あなたの勤務先・就職活動先は登録されていますか。
登録・認定企業の一覧は、県ホームページをご覧ください。

お問い合せ：政策広報課
　　　　　　℡22-2111

岐阜県　ワークライフバランス

※１　�安全面を配慮しながら開催
しますが、状況により延期
及び内容の変更をする場合
があります。

※２　お問い合せ
　　　�「自衛隊岐阜地方協力本部

大垣地域事務所」
　　　大垣市林町５－18
　　　光和ビル２階
　　　℡0584-73-1150

日　時 令和４年６月４日（土）　13:00 ～ 16:00
令和４年７月９日（土）　13:00 ～ 16:00

内　容 13:00から各参加団体より順番に説明を実施します。
終了後、各参加団体ごと分かれて詳細説明や質疑応答等を実施します。

場　所 岐阜県大垣市林町５-18　光和ビル　４階会議室
（大垣駅北口より徒歩１分）

参　加
団　体
（予定）

●自衛隊大垣地域事務所　　　　●岐阜県庁（資料設置のみ）
●西濃教育事務所　　　　　　　●大垣警察署
●大垣市役所（６月４日のみ）　　 ●揖斐郡消防組合
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窓口だより窓口だより

【発行】揖斐川町　　【編集】総務部政策広報課
〒５０１-０６９２　岐阜県揖斐郡揖斐川町三輪１３３番地　ＴＥＬ０５８５-２２-２１１１　ＦＡＸ０５８５-２２-４４９６　ＵＲＬｈｔｔｐs://ｗｗｗ.ｔｏｗｎ.ｉｂｉｇａｗａ.lg.ｊｐ/

広報掲載希望の方は届出の際、窓口にて「広報掲載申込書」をお出しください。
窓口では、婚姻、養子縁組などの戸籍届出に来られた方の本人確認を行っています。（詳細は町のホームページに掲載）

広報いびがわ2022年4月25日発行　No.
 207

地　区 氏 　 名 年齢

北 方 ３ 区 林 　 信 子 77
南 方 保 井 　 孝 84
表 山 小 倉 富 惠 96
栄 町 山　口　りつ子 85
下 岡 島 坪　井　由美子 75
清 水 中 村 道 弘 81
浜 里 団 地 川 島 松 治 79
瑞 岩 寺 内 藤 恒 夫 89
黒 田 岩 井 子 96
和 田 村　田　美代子 87
谷 汲 有 鳥 藤　田　みすゑ 97
春 日 六 合 森　　　はつ子 91

夫 妻

遠 藤 啓 太（可児市） 日下部　　　凜（極楽寺）

高 木 　 瞭（ 桜 町 ） 岡 田 桃 花（三重県四日市市）

伏 屋 謙 次（ 溝 口 ） 千 葉 美 穂（岐阜市）

令和４年３月届出分

5月  2日（月）  固定資産税　1期分・全納
  軽自動車税　全期分

5月31日（火）  国民健康保険税　1期分

納め忘れのないように早めに納めましょう。
また、口座振替で納付されている方は、納期限前日までに
預貯金残額の確認と入金をお願いします。

※町税などの納付は安全で便利な口座振替で
※コンビニ・スマートフォンアプリでも納付できます
※家屋を取り壊したら届出をお忘れなく

納期限納期限ののお知らせお知らせ

婚姻　幾久しくお幸せに Marriage Okuyami死亡　おくやみ申し上げます

地　区 赤 ち ゃ ん お父さん お母さん

北 方 １ 区 杉
すぎ

山
やま

裕
ゆう

昇
しょう

裕 明 綾 香
北 方 １ 区 小

お
川
がわ

　 蒼
あおい

将 典 有 保
溝 口 渡

わた
辺
なべ

健
けん

太
た

亮 太 志帆子
出 屋 敷 内

ない
藤
とう

妃
ひ
那
な

大 和 優
堀 下

しも
吉
よし

琉
るう

雅
が

勇 佑 美 穂

出生　お誕生おめでとう Birth

人口（対前月比） 男 女 世帯数（対前月比）

合　　 計 19,766（△�78） 9,540 10,226 7,851（△�12）
揖斐川地域 14,986（△�45） 7,270� 7,716� 5,702�（△� 7）
谷 汲 地 域 2,750（△�15） 1,316� 1,434� 1,088�（△� 3）
春 日 地 域 783（△� 9） 378� 405� 415�（△� 2）
久 瀬 地 域 757（△� 2） 351� 406� 354�（� 2）
藤 橋 地 域 188（� 0） 93� 95� 121�（� 1）
坂 内 地 域 302（△� 7） 132� 170� 171（△� 3）

出生 7人 /死亡 27人 /転入等 63人 /転出等 121 人
〈令和 4年 4月 1日現在〉

Population人口

スマホアプリを使って、対象店でスタンプを10個
ためてキャンペーンに応募しよう！
・揖斐の農産物・加工品など　…　５０名様
・美濃いび茶　　　　　　　　…１００名様

①いびぶら参加店舗でサービスを
　受けたり、買い物をする
②お買い物時にQRコードを
　読み込んでスタンプを集める
③スタンプが貯まったら、
　アプリから応募する

揖斐郡！
スマホスタンプ
周遊キャンペーン

アプリのダウンロードは
こちらから
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